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教育研究の理念

○「人材教育」と「人間教育」の共存

○「学部教育」と「総合教育」の共存

○「地 域 性」と「国 際 性」の共存

建学の精神

思想堅実・穏健中正
質実剛健・積極進取
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C O N T E N T S世
界
へ

渡部 陽一氏撮影　イラクにて

陸上競技部

太田 亜矢 選手

第 99回日本陸上競技選手権大会  女子砲丸投  優勝

2015日本学生陸上競技個人選手権大会　
女子砲丸投　優勝

天皇賜盃第 84 回日本学生陸上競技
対校選手権大会　女子砲丸投　優勝

スポーツ科学部 3年次生

サイクリング愛好会

相園 健太郎 選手

UCIパラサイクリングトラック世界選手権　
日本代表　チームスプリント総合7位

UCIパラサイクリングロードワールドカップ
イヴェルドン・レ・バン大会　日本代表

法学部 4 年次生佐々木 華 さん

2015 年夏に名古屋で開催された
「国際第四紀学連合第 19回大会」にて
「Student Poster Awards」を受賞

                                           福岡大学大学院
理学研究科 地球圏科学専攻 博士課程後期

学
生
広
報
サ
ポ
ー
タ
ー（
グ
ー
ミ
ー
ズ
）が

福
大
生
に
聞
き
ま
し
た
！

あ
な
た
の
夢
や

目
標
は
？

遠
い
地
球
の
裏
側
で
起
き
て
い
る
事
が

リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
映
し
出
さ
れ
る
現
代
�

遠
く
離
れ
た
国
で
起
き
る
出
来
事
が

私
た
ち
の
生
活
に
も
密
接
に
関
わ
る
�

ボ
�
ダ
�
レ
ス
�グ
ロ
�
バ
ル
の
時
代
�

世
界
に
目
を
向
け
る
�

世
界
の
中
で
考
え
て
い
く
�

世
界
に
挑
戦
す
る
�

世
界
を
意
識
し
�

未
来
を
創
る
の
は

私
た
ち
�

熊本・大分地方で発生した地震により、

被災された皆様に心からお見舞い申し上げます。

一日も早い復旧・復興をお祈り申し上げます。

南
三
陸
町
で
化
学
を
教
え
る

文
武
両
道

3
年
連
続
特
待
生
に
な
る

笑
顔
溢
れ
る
社
会
人
に

常
に
向
上
心
を
！
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岡本 登 さん 1960 年 ローマオリンピック

商学部卒・陸上競技部  ハンマー投げ（13位）

 1964 年 東京オリンピック

  ハンマー投げ（予選）

中野 尚弘 さん 1964 年 東京オリンピック

（旧姓：池田）  バレーボール（銅）

法学部卒・バレーボール部 1968 年 メキシコオリンピック

  バレーボール（銀）

松山 和興 さん 1972年 ミュンヘンオリンピック

法学部卒・ヨット部  ヨットフィン級（27位）

片峯 隆 さん 1980 年 モスクワオリンピック

体育学部卒・陸上競技部  走り高跳び（日本不参加）
（現:スポーツ科学部）

喜多 秀喜 さん 1980 年 モスクワオリンピック

商学部卒・陸上競技部  10000m（日本不参加）

三船 和馬 さん 1980 年 モスクワオリンピック 

経済学部卒・ヨット部  ヨット 470 級（日本不参加）

高木 裕 さん 1984 年 ロサンゼルスオリンピック 

経済学部卒・ヨット部  ヨット470級（高木・山本組）（11位）

山本 悟 さん  

商学部卒・ヨット部 

佐藤 恵 さん 1984 年 ロサンゼルスオリンピック 

体育学部卒・陸上競技部  走り高跳び（予選）
（現:スポーツ科学部） 1988 年 ソウルオリンピック

  走り高跳び（11位）

 1992年 バルセロナオリンピック

  走り高跳び（7位）

佐藤 麻衣子 さん 2000 年 シドニーオリンピック 

体育学部卒・ヨット部  セーリング女子ヨーロッパ級（23位）
（現:スポーツ科学部） 2004 年 アテネオリンピック

  セーリング女子ヨーロッパ級（24位）

永井 謙佑 さん 2012年 ロンドンオリンピック 

スポーツ科学部卒・サッカー部  サッカー（4 位）

桑水流 裕策 さん 2016 年 リオデジャネイロオリンピック

スポーツ科学部卒・ラグビー部  7人制ラグビー（出場予定）

過去のオリンピック出場者（本学学生、卒業生）

世界を舞台に羽ばたけ
アスリートたち

フィギュアスケート

川原 星 選手

第84回全日本フィギュアスケート選手権大会 
12位

スポーツ科学部 3年次生

Figure Skating
Figure Skating
Figure Skating

藤野 遼 選手

アジアユースパラ競技大会 マレーシア2013 　
女子シングルス3位

アジアパラ競技大会 インチョン2014 　
女子シングルス8位

商学部 2年次生

バドミントン部
Badm

inton
Badm

inton
Badm

inton
松田 康河 選手
スポーツ科学部1年次生

バレーボール部

第10回アジアユース男子選手権
大会（U-18）日本代表

森 陽希 選手
スポーツ科学部1年次生

バレーボール部

Volleyball
Volleyball
Volleyball
Volleyball

清家 卓也 選手

第 3回東アジアU-22 選手権 
日本代表

スポーツ科学部 2年次生

ハンドボール部

野村 雄也 選手

第 3回東アジアU-22 選手権 
日本代表

スポーツ科学部 2年次生

ハンドボール部

H
andball
H
andball
H
andball

田代 拓海 選手

2016 年JOCジュニアオリンピックカップ　
ジュニアの部 男子フリースタイル 55kg 級 優勝

スポーツ科学部 2年次生

レスリング部

W
restling
W
restling
W
restling
W
restling

4
年
に
一
度
の
世
界
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
。

福
岡
大
学
の
先
人
た
ち
が
ス
ポ
ー
ツ
界
に

残
し
て
き
た
偉
業
は
計
り
知
れ
な
い
。

夢
に
向
か
っ
て
、

そ
の
一
戦
、そ
の
一
瞬
、

そ
の
勝
利
の
た
め
に
、

自
ら
の
限
界
に
挑
戦
し
て
き
た
。

不
屈
の
精
神
と
ひ
た
向
き
な
行
動
力
は
、

額
に
汗
す
る
学
生
た
ち
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
。

世
界
に
大
き
く
羽
ば
た
け
、

ア
ス
リ
ー
ト
た
ち
。

※監督、コーチでの出場分は掲載省略。

世代別全日本チーム候補選手
強化合宿参加

早
寝
早
起
き
朝
ご
は
ん

色
ん
な
人
と
話
し
た
い
！

銀
行
に
就
職
し
た
い
！

世
界
で
活
躍
す
る
！

世
界
を
股
に
掛
け
る
！

後
悔
し
な
い
人
生
を
送
る

M
ake a sm

ile

き
ら
き
ら
し
た
人
に
な
る

何
事
に
も
貪
欲
に
！

人
と
の
和
を
大
切
に
す
る

頼
り
に
さ
れ
る
人
に
な
る

薬
剤
師
に
な
る
！

単
位
を
フ
ル
で
取
る
！

楽
器
コ
ン
プ
リ
ー
ト
！

小
学
校
教
員
に
な
る
！

演
劇
で
人
を
魅
了
！

新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
に
挑
戦

人
を
楽
し
ま
せ
た
い

未
来
へ
ダ
ッ
シ
ュ

立
派
な
教
師
に
な
る
！

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
楽
し
む

楽
し
み
を
持
ち
続
け
る

仕
事
を
見
つ
け
る

た
く
さ
ん
ラ
イ
ブ
に
行
く

自
分
に
厳
し
い
社
会
人
！

好
き
な
事
を
や
り
続
け
る

世
界
に
通
じ
る
人
へ
！

ア
メ
リ
カ
、
ド
イ
ツ
へ
G
O

全
日
本
出
場
資
格
を

獲
得
し
て
活
躍
す
る

世
の
中
の
役
に
立
つ

公
務
員
に
な
る

単
位
を
落
と
さ
な
い

毎
日
明
る
く
元
気
に
！
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Volunteer

JIC
A

BOLIVIA

コチャバンバ

スクレ

　
体
育
教
師
に
な
る
の
が
目
標
と
い

う
サ
ッ
カ
ー
部
の
永
井
翔
也
さ
ん
。

印
象
に
残
っ
て
い
る
思
い
出
は
、ス

ク
レ
市
の
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
で
指
導

し
た
こ
と
。「
も
と
も
と
ボ
リ
ビ
ア
は

サ
ッ
カ
ー
が
盛
ん
で
上
手
な
人
ば
か

り
で
す
が
、技
術
は
幼
い
頃
か
ら
遊
び

の
中
で
培
っ
た
も
の
。
そ
こ
で
競
技

者
と
し
て
上
達
で
き
る
よ
う
、部
員

た
ち
と
事
前
に
用
意
し
て
お
い
た
効

率
的
な
練
習
メ
ニ
ュ
ー
や
現
代
サ
ッ

カ
ー
の
ゲ
ー
ム
戦
術
な
ど
を
教
え
ま

し
た
。
私
た
ち
の
指
導
は
素
直
に
受

け
入
れ
ら
れ
、今
で
も
役
立
て
ら
れ
て

い
る
そ
う
で
、現
地
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興

に
貢
献
で
き
た
こ
と
は
最
大
の
喜
び

で
す
」。
さ
ら
に
、プ
ロ
チ
ー
ム
の
練

習
に
も
参
加
し
、日
本
よ
り
も
「
個
」

を
重
視
す
る
ス
タ
イ
ル
に
刺
激
を
受

け
、視
野
が
広
が
っ
た
と
言
う
永
井
さ

ん
。
自
身
の
成
長
に
つ
い
て
尋
ね
る

と
、「
異
文
化
や
多
様
な
考
え
方
を
受

け
入
れ
る
柔
軟
さ
が
大
切
。
こ
の
経

験
は
指
導
者
と
な
り
、多
彩
な
個
性
を

持
つ
子
ど
も
た
ち
と
接
す
る
際
の
糧

に
な
る
と
思
い
ま
す
」と
い
う
力
強
い

答
え
が
返
っ
て
き
ま
し
た
。

SoccerSoccerSoccer
サッカー部

BaseballBaseballBaseballBaseball
野球部

JICA ボランティア事業について
野球部員はボリビア中央部のコチャバンバ市に、サッカー部員は
中央南部のスクレ市に派遣され、現地の青少年を対象に活動。
本連携により、ボリビアでのスポーツ振興と健全な青少年育成に
貢献するとともに、派遣された学生が、グローバルに活躍できる
人材として成長していくことも期待されています。

異文化を受け入れる柔軟さは将来の糧に

　「
ボ
リ
ビ
ア
の
子
ど
も
た
ち
に
野
球

の
楽
し
さ
を
伝
え
た
い
」。
そ
ん
な
思

い
で
参
加
し
た
野
球
部
の
谷
山
直
規

さ
ん
は
、現
地
の
学
校
に
は
バ
ッ
ト

や
グ
ラ
ブ
す
ら
な
い
こ
と
を
知
り
、

出
発
前
に
部
員
た
ち
と
道
具
集
め
に

奔
走
し
た
と
言
い
ま
す
。「
部
員
の
出

身
高
校
を
回
る
な
ど
し
て
古
く
な
っ

た
も
の
を
提
供
し
て
も
ら
い
、ス
ー
ツ

ケ
ー
ス
い
っ
ぱ
い
に
詰
め
込
み
寄
付

し
ま
し
た
」。
現
地
で
は
、小
学
生
か

ら
高
校
生
ま
で
を
対
象
に
、柔
ら
か
い

ボ
ー
ル
を
使
っ
て
の
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー

ル
や
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
練
習
な
ど
、野
球

の
基
礎
を
指
導
。「
心
掛
け
た
の
は
徹

底
し
て
相
手
の
立
場
で
考
え
る
こ
と
。

言
葉
が
通
じ
な
い
の
で
、部
員
各
自
が

初
心
に
返
り
、野
球
経
験
が
な
い
人
で

も
分
か
る
よ
う
身
振
り
手
振
り
で
丁

寧
に
教
え
ま
し
た
。
そ
の
後
、こ
の
学

校
で
野
球
部
を
作
ろ
う
と
い
う
熱
が

高
ま
っ
て
い
る
そ
う
で
す
」と
手
応
え

を
話
す
谷
山
さ
ん
。
最
後
に
「
文
化

や
言
語
の
違
い
は
あ
っ
て
も
心
が
通

じ
合
え
る
ス
ポ
ー
ツ
の
力
を
実
感
で

き
ま
し
た
」と
、今
回
の
海
外
経
験
の

収
穫
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

誰とでも通じ合えるスポーツの力を実感

スポーツ振興支援ボランティア
ボリビア

本学と独立行政法人国際協力機構（JICA）は、ボランティア事業に関する連携協定を
2015年8月に締結。これにより2020年までの5年間、本学の野球部とサッカー部から
選抜された部員をボリビアに毎年約１カ月間、青年海外協力隊として派遣します。
その第1弾として2016年2月、野球部7人・サッカー部6人の計13人が現地へ出発。
ボリビアでの活動内容や自身の成長などについて各部の代表者に話を聞きました。

福岡大学 　JICA

South
  America  America  America  America  America  America  America  America  America  America
South
  America
South

野球部の谷山 直規さん
（スポーツ科学部4年次生）

サッカー部の永井 翔也さん
（スポーツ科学部4年次生）

世
界
に
名
を
轟
か
せ
る
！

グ
ロ
ー
バ
ル
な
人
に
！

社
会
企
業
家
に
な
る
！

英
語
を
頑
張
り
ま
す

人
を
笑
顔
に
し
た
い

ウ
ィ
ー
ン
で
音
楽
を
聴
く

笑
顔
の
素
敵
な
人
に
な
る

死
ぬ
ま
で
生
き
る
！

世
界
へ
は
ば
た
く
！

た
く
さ
ん
の
人
と
つ
な
が
る

ス
タ
ー
に
な
る

歌
を
も
っ
と
上
手
に
！

病
院
で
働
き
た
い

イ
ケ
メ
ン
と
結
婚
す
る

市
民
を
守
り
ま
す
！！

化
学
に
関
す
る

仕
事
を
し
た
い
！

グ
ロ
ー
バ
ル
な
人
間
に
な
る
！

世
界
一
周
旅
行
に
行
く

初
海
外
旅
行
に
行
く

世
界
で
注
目
さ
れ
る
！

半
径
5
ｍ
を
笑
顔
に
す
る

世
界
で
英
語
を
使
う
！

注
目
さ
せ
て
や
る
！

ブ
レ
な
い
人
間
に
な
る

E
S
S
頑
張
り
ま
す

皆
を
笑
顔
に
す
る

色
々
な
経
験
を
し
た
い

空
港
で
働
き
た
い
！

優
し
い
教
師
に
な
る

い
つ
も
笑
顔
で
い
る

法
律
家
に
な
る
！

輝
け
る
マ
マ
さ
ん
M
R
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佐
々
木 

華 

さ
ん

理
学
研
究
科 

地
球
圏
科
学
専
攻 

博
士
課
程
後
期

　
佐
々
木
さ
ん
の
研
究
テ
ー
マ
は
、年ね
ん

縞こ
う

。

こ
れ
は
、数
千
年
、数
万
年
単
位
の
長
い

年
月
を
か
け
て
湖
な
ど
に
堆
積
し
た
特

徴
的
な
縞し
ま

模
様
の
湖
底
堆
積
物
（
地
層
）

の
こ
と
。
年
縞
は
樹
木
の
年
輪
と
同
じ
よ

う
に
明
暗
一
組
の
縞
が
一
年
に
相
当
し
、

過
去
の
気
候
変
動
や
自
然
災
害
の
履
歴

を
知
る
重
要
な
手
掛
か
り
が
記
録
さ
れ

て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

佐
々
木
さ
ん
は
、岡
山
県
真
庭
市

に
あ
る
「
蒜ひ
る

山ぜ
ん

原ば
ら

層そ
う

」と
い
う
約

50
万
年
前
の
湖
の
地
層
の
年
縞

を
細
か
く
調
査
・
解
析
し
、そ
れ

ま
で
明
確
に
区
別
で
き
な
か
っ

た
洪
水
堆
積
物
と
地
震
堆
積
物

等
の
認
定
に
成
功
。
さ
ら
に
、こ
の
地
層

で
、
約
8
0
0
0
年
分
の
解
析
を
行
い
、

同
地
区
に
お
け
る
洪
水
と
地
震
の
発
生
周

期
も
解
明
し
ま
し
た
。

　
こ
の
研
究
成
果
が
認
め
ら
れ
、2 

0 

1 

5

年
の
夏
に
名
古
屋
で
開
催
さ
れ
た
国
際

学
会
「
国
際
第
四
紀
学
連
合
第
19
回
大

会
」（
4
年
に
一
度
開
催
）
で
、「S

tu
dent 

P
oster A

w
ard
s

」を
受
賞
。
大
会
に
参

加
し
た
約
　
　
　
　 

人
の
学
生
の
中
か

ら
選
出
さ
れ
た
の
が
わ
ず
か
12
人
と
い

う
極
め
て
名
誉
あ
る
賞
を
獲
得
し
た
の

で
す
。
佐
々
木
さ
ん
は
、「
私
の
成
果
は
湖

の
堆
積
物
研
究
に
お
い
て
広
く
応
用
で

き
る
も
の
な
の
で
、世
界
中
の
研
究
者
た

ち
に
活
用
し
て
も
ら
え
た
ら
と
思
い
ま

す
。
石
油
の
探
鉱
分
野
や
洪
水

な
ど
の
災
害
研
究
の
分
野
に
も

応
用
で
き
る
可
能
性
を
秘
め
て

お
り
、今
後
も
研
究
を
深
め
て

い
き
ま
す
」と
受
賞
と
研
究
成

果
の
手
応
え
を
話
し
ま
す
。

　
将
来
は
研
究
者
と
な
り
、国

の
機
関
で
活
躍
し
た
い
と
い
う
佐
々
木

さ
ん
。「
国
際
学
会
に
参
加
す
る
と
、周
り

は
有
名
大
学
の
学
生
や
先
生
ば
か
り
。
で

も
、研
究
成
果
は
努
力
の
量
に
比
例
す
る

と
思
い
ま
す
。
自
分
の
努
力
次
第
で
結
果

は
付
い
て
く
る
の
で
、自
ら
立
て
た
目
標

に
向
か
っ
て
突
き
進
む
の
み
で
す
」と
意

気
込
み
ま
す
。

【
発
表
タ
イ
ト
ル
】

岡
山
県
更
新
統
蒜
山
原
層
の
年
縞
と

狭
在
さ
れ
る
湖
成
重
力
流
堆
積
物
の

層
序
的
変
化
と
周
期
性

【
発
表
タ
イ
ト
ル
】

神
経
病
理
学
的
検
索
に
よ
る

認
知
症
の
新
た
な
診
断
法
の
検
討

国際学会で認められた学生たち
2015年度、福岡大学の大学院生が国際学会で価値ある賞を受賞。
その2人に、研究の内容や受賞の喜び、今後の展望などについて話を聞きました。

戦場カメラマン 渡部 陽一氏から

福大生への メッセージ

イラク

世
界
で
初
め
て
過
去
の
湖
の
地
層
か
ら

洪
水
・
地
震
堆
積
物
を
認
定

　
高
齢
化
の
進
行
に
伴
い
、高
齢
者
が
孤
独

死
す
る
ケ
ー
ス
が
増
加
し
て
い
る
現
在
の

日
本
。
そ
れ
に
よ
り
死
因
究
明
の
た
め
の

解
剖
数
も
増
え
続
け
て
い
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
こ
う
し
た
背
景
を
踏
ま
え
、法
医

学
を
専
門
と
す
る
髙
山
さ
ん
は
自
身
の
研

究
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
説
明
し
ま
す
。

「
高
齢
者
が
死
に
至
る
過
程
を
探
り
、死
亡

の
状
況
や
死
因
を
解
明
す
る
た
め
に
は
、生

前
に
認
知
症
を
患
っ
て
い
た

か
ど
う
か
が
非
常
に
重
要
で

す
。
そ
こ
で
私
は
、免
疫
染

色
と
い
う
従
来
よ
り
も
簡
便

な
方
法
を
用
い
て
、脳
組
織

の
病
理
所
見
の
定
量
化
を
行

い
、認
知
症
を
容
易
に
診
断
で
き
る
基
準
を

作
る
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
」。

　
2
0
1
5
年
9
月
に
は
、ド
イ
ツ
で
開

催
さ
れ
た
法
医
学
会
に
参
加
。
そ
こ
で
研

究
の
途
中
成
果
を
ポ
ス
タ
ー
発
表
し
、見

事
に
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。「
私
の
研

究
は
、海
馬
や
前
頭
葉
、側
頭
葉
と
い
っ
た

脳
の
各
部
を
染
色
し
、数
千
に
も
及
ぶ
プ

レ
パ
ラ
ー
ト
を
ひ
た
す
ら
顕
微
鏡
で
観
な

が
ら
画
像
デ
ー
タ
を
記
録
し
て
い
く
と
い

う
地
道
な
作
業
の
繰
り
返
し
で
す
。
発
表

ま
で
に
約
2
年
間
を
費
や
し
、苦
労
も
あ

り
ま
し
た
が
、法
医
学
の
進
歩
に
貢
献
し

た
い
と
い
う
気
持
ち
で
や
り
続
け
た
の

で
、受
賞
し
た
時
の
感
動
は
ひ
と
し
お
で

し
た
」と
当
時
を
振
り
返
り
ま
す
。

　
今
回
の
受
賞
を
き
っ
か
け
に
、今
後
は

ド
イ
ツ
の
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
・

ハ
イ
ネ
大
学
で
約
１
カ
月
間

の
海
外
研
修
に
参
加
す
る
と

い
う
髙
山
さ
ん
。
最
後
に
こ

れ
か
ら
の
目
標
に
つ
い
て
尋

ね
る
と
、「
原
因
不
明
の
死
の

謎
を
解
き
明
か
し
、遺
族
の
方
や
社
会
の

役
に
立
ち
た
い
と
選
ん
だ
法
医
学
の
道
。

高
度
で
難
解
な
こ
と
も
多
い
で
す
が
、今

で
は
解
剖
の
現
場
に
も
立
ち
、責
任
と
や

り
が
い
の
大
き
さ
も
実
感
し
て
い
ま
す
。

法
医
の
専
門
家
と
な
る
た
め
に
も
、ま
ず
は

ド
イ
ツ
で
最
先
端
の
技
術
を
学
び
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
」と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

1972年9月1日、静岡県富
士市生まれ。明治学院大学
法学部法律学科卒業。学生
時代から世界の紛争地域の
取材を続け、戦場のリアル
な声を伝える。訪れた国は
130カ国以上にのぼる。

イラク

ソマリア

髙
山 

み
お 

さ
ん

医
学
研
究
科 

社
会
医
学
系
専
攻 

博
士
課
程

＜第16回 今を生きる教養講演会＞
　 ～2016年5月26日（木）開催～

法
医
学
分
野
に
お
け
る
認
知
症
の

新
た
な
診
断
法
を
構
築

1,
0
0
0

ライプツィヒ大学法医学教室前

岡山県真庭市に分布する蒜山原層

※2016年6月15日から17日に開催
された第100次日本法医学会学術
全国集会・Student poster forum
でstudent poster賞を受賞

　

戦
争
で
泣
く
の
は
い
つ
も
子
ど
も

た
ち
。
自
分
に
で
き
る
こ
と
は
何
だ
ろ

う
と
問
い
続
け
、戦
場
カ
メ
ラ
マ
ン
に

な
っ
た
の
は
大
学
生
だ
っ
た
20
歳
の
時

で
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
国
を
巡
る
中
で
気

付
い
た
の
は
、戦
争
を
し
て
い
る
国
同

士
で
は
戦
争
は
止
め
ら
れ
な
い
と
い
う

こ
と
。
何
よ
り
重
要
な
の
は
相
手
の
こ

と
を
知
る
こ
と
で
あ
り
、当
事
国
以
外

の
国
や
組
織
が
間
に
入
り
、手
を
差
し

伸
べ
る
こ
と
な
の
で
す
。
そ
し
て
、家
族

と
一
緒
に
い
る
こ
と
こ
そ
が
、子
ど
も

た
ち
が
生
き
延
び
る
力
と
な
り
ま
す
。

戦
渦
の
中
で
あ
っ
て
も
、家
族
と
い
る

夢
は
、戦
争
が
な
く
な
り

戦
場
カ
メ
ラ
マ
ン
か
ら

学
校
カ
メ
ラ
マ
ン
に

な
る
こ
と
。

　

戦
争
で
泣
く
の
は
い
つ
も
子
ど
も

学
校
カ
メ
ラ
マ
ン
に

な
る
こ
と
。

と
子
ど
も
た
ち
は
無
垢
な
笑
顔
を
振
り

ま
い
て
く
れ
ま
す
。
写
真
を
通
し
て
、

そ
ん
な
尊
い
一
人
一
人
の
声
や
生
き
る

姿
を
世
界
に
伝
え
る
こ
と
。
そ
れ
が
使

命
と
も
言
う
べ
き
私
の
仕
事
で
す
。
地

球
か
ら
戦
争
が
な
く
な
り
、こ
の
仕
事

が
必
要
と
さ
れ
な
く
な
る
日
ま
で
、私

は
挑
戦
し
続
け
ま
す
。
福
大
生
の
皆
さ

ん
も
、ぜ
ひ
自
ら
の
信
じ
る
道
を
歩
み
、

切
り
開
い
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
。

2
0
0
歳
ま
で
生
き
る

ア
ジ
ア
旅
行
に
い
く

世
界
に
羽
ば
た
く

筋
肉
を
つ
け
る
！

孫
に
囲
ま
れ
た
い

佐
世
保
を
世
界
一
に
！

独
立
開
業
！！

ア
モ
ー
レ

自
分
の
行
動
に
責
任
を
！

自
分
の
目
で
世
界
を
見
る

自
立
し
た
大
人
に
な
る

放
送
局
で
働
き
た
い

体
内
年
齢
を
18
歳
に

す
べ
て
は
健
康
か
ら

人
生
を
楽
し
む

自
分
ら
し
さ
を
大
切
に

死
ぬ
前
に
世
界
一
周

影
響
力
の
あ
る
人
に
な
る

パ
テ
ィ
シ
エ
に
な
り
た
い

友
達
1
0
0
人
計
画
♪

英
語
で
話
せ
る
よ
う
に
な
る

た
く
さ
ん
お
金
を
稼
ぐ

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
が

で
き
る
よ
う
に

研
究
一
筋
の
生
物
学
者
へ

世
界
の
お
祭
り
男
に
な
る

地
域
に
貢
献
す
る

笑
顔
溢
れ
る
日
々
を
送
る

旅
行
に
い
っ
ぱ
い
行
く

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
に
な
る
！

背
を
伸
ば
す
！！

同
期
の
院
生
に
負
け
な
い
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取
材
当
日
の
朝
8
時
半
。
福
岡
大
学
60

周
年
記
念
館
（
ヘ
リ
オ
ス
プ
ラ
ザ
）
6
階

の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
。
そ
こ
に
は
、眼
下
に
広
が

る
緑
色
の
ラ
グ
ビ
ー
場
を
窓
か
ら
感
慨
深

そ
う
に
眺
め
る
、桑
水
流
さ
ん
の
大
き
な
背

中
が
あ
り
ま
し
た
。
本
学
を
訪
れ
た
の
は

何
年
ぶ
り
で
す
か
。
そ
う
問
い
掛
け
る
と
、

「
卒
業
以
来
で
す
」と
懐
か
し
さ
を
か
み
し

め
る
よ
う
な
答
え
が
返
っ
て
き
ま
し
た
。

　
身
長
1
8
8 

cm
、体
重
97 

kg
。
ス
ー
ツ
姿

の
上
か
ら
で
も
容
易
に
う
か
が
い
知
る
こ

と
が
で
き
る
、ト
ッ
プ
ラ
ガ
ー
マ
ン
の
強
き
ょ
う
じ
ん靭

な
肉
体
。
桑
水
流
さ
ん
は
、今
夏
の
リ
オ
デ

ジ
ャ
ネ
イ
ロ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
か
ら
初
め
て

正
式
種
目
と
な
る
7
人
制
ラ
グ
ビ
ー
（
セ

ブ
ン
ズ
）
の
日
本
代
表
チ
ー
ム
の
キ
ャ
プ

テ
ン
を
務
め
、本
大
会
出
場
の
切
符
を
勝
ち

取
っ
た
立
役
者
の
一
人
。
10
年
以
上
も
桜
の

エ
ン
ブ
レ
ム
を
胸
に
着
け
て
プ
レ
ー
し
、世

界
で
広
く
知
ら
れ
る
日
本
の
「
ミ
ス
タ
ー
・

セ
ブ
ン
ズ
」。
主
要
国
際
大
会
出
場
数
は
、

日
本
歴
代
最
多
を
誇
っ
て
い
ま
す
。

　
7
人
制
ラ
グ
ビ
ー
の
特
徴
は
、ス
ピ
ー
ド

感
あ
ふ
れ
る
プ
レ
ー
と
ハ
イ
テ
ン
ポ
な
試
合

運
び
。
番
狂
わ
せ
が
起
き
に
く
い
と
さ
れ
る

15
人
制
と
は
対
照
的
に
、ワ
ン
プ
レ
ー
の
質

の
高
さ
が
ダ
イ
レ
ク
ト
に
ト
ラ
イ
に
つ
な

が
る
、シ
ー
ソ
ー
ゲ
ー
ム
の
よ
う
な
波
乱
の

展
開
が
魅
力
。
す
で
に
2
0
2
0
年
の
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
も
正
式
種
目
と
し
て

採
用
が
決
ま
っ
て
い
る
注
目
の
競
技
で
す
。

「
2
0
1
5
年
の
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
の
盛
り
上
が
り
で
、ラ
グ
ビ
ー
種
目
に
期

待
が
集
ま
っ
て
い
る
今
だ
か
ら
こ
そ
、チ
ー

ム
一
丸
と
な
っ
て
日
本
の
底
力
を
見
せ
た

い
」と
桑
水
流
さ
ん
は
意
気
込
み
ま
す
。

　
自
身
の
キ
ャ
プ
テ
ン
シ
ー
に
つ
い
て
尋
ね

る
と
少
し
は
に
か
み
な
が
ら
、「
私
は
話
す

こ
と
が
得
意
で
は
な
い
の
で
、言
葉
よ
り
行

動
で
示
す
タ
イ
プ
で
す
。
試
合
で
も
練
習
で

も
、と
こ
と
ん
体
を
張
っ
て
全
力
で
取
り
組

む
姿
で
、仲
間
を
引
っ
張
る
の
が
自
分
の
持

ち
味
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
」と
話
し
ま
す
。
7

人
制
ラ
グ
ビ
ー
日
本
代
表
の
精
神
的
支
柱
と

し
て
、誰
も
が
認
め
る
桑
水
流
さ
ん
。
そ
の

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
源
は
、自
ら
を
追
い
込

み
、目
標
に
向
か
っ
て
ひ
た
む
き
に
力
を
尽

く
し
た
大
学
時
代
に
あ
り
ま
し
た
。

  
い
よ
い
よ
キ
ッ
ク
オ
フ
！

世
界
で

夢
を
つ
か
み
と
る

7人制ラグビー日本代表キャプテン
コカ・コーラレッドスパークス 所属

コカ・コーラウエスト株式会社 勤務

桑
く わ ず る

水流 裕策 さん
［スポーツ科学部スポーツ科学科  2008年卒業］

試
合
で
も
練
習
で
も
体
を
張
っ
て

仲
間
を
け
ん
引
す
る
の
が
持
ち
味

桑水流さんの努力の日 と々汗、そし
て、日本を背負うプライドが染み込
んだ代表チームのユニフォームと
ヘッドギア
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F u t u r e  就職・進路 社会の第一線で活躍し、時代を駆ける先輩たち。その軌跡に迫る。



　
入
学
以
来
、ラ
グ
ビ
ー
漬
け
の
毎
日
を
送
っ
て

い
た
桑
水
流
さ
ん
で
し
た
が
、一
貫
し
て
決
め
て

い
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、ど
ん
な
に

練
習
が
つ
ら
く
て
も
絶
対
に
授
業
を
休
ま
な
い

こ
と
。「
学
生
の
本
分
は
勉
強
で
す
し
、後
輩
を
持

つ
立
場
に
な
っ
た
と
き
に
、授
業
を
怠
け
て
い
て

は
示
し
が
つ
き
ま
せ
ん
か
ら
」と
真
意
を
明
か
し

ま
す
。
成
長
の
糧
に
な
っ
た
授
業
は
、教
員
免
許

取
得
の
た
め
に
履
修
し
た
科
目
「
コ
ー
チ
法
実

習
」。「
他
学
部
の
学
生
に
水
泳
を
教

え
る
機
会
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、人

に
何
か
を
教
え
る
に
は
、ま
ず
相
手

の
立
場
に
な
っ
て
、ど
う
説
明
し
た

ら
分
か
り
や
す
い
か
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
す
る
な
ど
、十
分
な
準
備
が

大
切
で
す
。
授
業
を
通
し
て
、多
様

な
視
点
や
物
事
を
整
理
し
て
考
え

る
思
考
力
、理
論
的
に
意
思
を
伝
え

る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
が
養

わ
れ
、そ
れ
は
人
と
の
連
携
が
不
可

欠
な
ラ
グ
ビ
ー
に
も
生
か
さ
れ
て

い
る
と
実
感
し
て
い
ま
す
」。

　
や
が
て
就
職
活
動
の
時
期
。
入

学
時
は
教
員
免
許
取
得
に
向
け
て
、

勉
強
や
実
習
に
も
取
り
組
ん
で
い

た
桑
水
流
さ
ん
で
し
た
が
、日
本
代

表
に
選
ば
れ
た
こ
ろ
か
ら
、卒
業

後
も
実
業
団
で
ラ
グ
ビ
ー
を
続
け

る
決
心
を
し
て
い
ま
し
た
。
4
年

次
に
は
、7
チ
ー
ム
か
ら
入
団
の
オ

フ
ァ
ー
が
届
き
ま
す
。
そ
の
中
に
は

　
転
機
が
訪
れ
た
の
は
、ま
だ
大
学
で
レ
ギ
ュ

ラ
ー
の
座
を
射
止
め
る
前
の
2
年
次
生
の
時
。

7
人
制
ラ
グ
ビ
ー
の
日
本
代
表
チ
ー
ム
と
福

岡
大
学
ラ
グ
ビ
ー
部
の
指
導
を
兼
任
し
て
い

た
コ
ー
チ
の
推
薦
で
、同
代
表
チ
ー
ム
の
メ
ン

バ
ー
と
し
て
初
招
集
さ
れ
る
と
い
う
思
い
掛
け

な
い
チ
ャ
ン
ス
が
や
っ
て
き
ま
す
。「
15
人
制
の

試
合
は
前
半
後
半
各
40
分
で
す
が
、7
人
制
は

各
7
分
計
14
分
と
い
う
短
期
決
戦
で
す
。
そ
こ

で
最
初
の
プ
レ
ー
と
な
る
キ
ッ
ク
オ
フ
の
ボ
ー

ル
を
マ
イ
ボ
ー
ル
に
で
き
る
か
ど
う
か
が
勝
敗

を
左
右
す
る
重
要
な
カ
ギ
と
な
る
た
め
、ボ
ー

ル
を
い
ち
早
く
つ
か
み
取
る
私
の
身
体
能
力
に

期
待
し
て
の
こ
と
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
」と
選

出
さ
れ
た
経
緯
を
具
体
的
に
付
け
加
え
ま
す
。

　
こ
の
と
き
の
日
本
代
表
チ
ー
ム
は
、ア
ジ
ア
シ

リ
ー
ズ
で
優
勝
。
桑
水
流
さ
ん
は
、初
め
て
世
界

と
の
戦
い
を
経
験
し
、ハ
イ
レ
ベ
ル
な
実
戦
を

通
し
て
自
身
の
ボ
ー
ル
キ
ャ
ッ
チ
技
術
や
走
力
、

ス
タ
ミ
ナ
に
手
応
え
を
感
じ
る
と
と
も
に
、多

く
の
刺
激
や
さ
ら
な
る
高
み
を
目
指
す
意
欲
を

大
学
に
持
ち
帰
り
ま
し
た
。

自
身
の
キ
ャ
ッ
チ
技
術
や
走
力
に

手
応
え
を
感
じ
た
世
界
と
の
戦
い

　
そ
の
後
、桑
水
流
さ
ん
は
す
ぐ
に
ラ
グ
ビ
ー
部

で
レ
ギ
ュ
ラ
ー
を
獲
得
。
2
年
次
生
の
冬
に
は
、

全
国
大
学
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大

会
へ
の
出
場
を
果
た
し
ま
す
。
し
か
し
、関
東
勢

の
実
力
は
高
く
、無
念
の
初
戦
敗
退
。
こ
の
悔
し

さ
が
原
動
力
と
な
り
、強
豪
に
勝
つ
た
め
自
身
の

肉
体
改
造
を
決
意
。
親
し
く
し
て
い
た
先
輩
の

紹
介
で
、レ
ス
リ
ン
グ
部
の
朝
練
に
自
主
参
加
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
練
習
内
容
は
、ダ
ン
ベ
ル

や
綱
登
り
な
ど
、ハ
ー
ド
な
メ
ニ
ュ
ー
。
こ
れ
ま

で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
練
習
に
果
敢
に
挑
み
、

極
限
ま
で
筋
肉
を
鍛
え
上
げ
、当
た
り
負
け
し
な

い
肉
体
を
作
り
上
げ
て
い
き
ま
し
た
。
桑
水
流

さ
ん
の
変
化
と
気
迫
を
感
じ
た
の
か
、ラ
グ
ビ
ー

部
員
た
ち
の
練
習
に
も
よ
り
熱
が
入
る
よ
う
に

な
り
、部
内
の
雰
囲
気
が
自
然
と
活
気
づ
い
て

　
意
外
に
も
小
学
生
か
ら
中
学
生
ま
で
は
サ
ッ

カ
ー
に
夢
中
だ
っ
た
と
い
う
桑
水
流
さ
ん
。
ラ

グ
ビ
ー
に
転
向
し
た
の
は
高
校
に
入
学
し
て
か

ら
で
す
。
進
学
を
前
に
息
子
の
体
格
の
良
さ
を

見
込
ん
だ
父
の
勧
め
が
き
っ
か
け
で
し
た
。
地

元
で
ラ
グ
ビ
ー
の
名
門
と
し
て
名
を
は
せ
て
い

た
鹿
児
島
工
業
高
校
へ
進
学
。
高
校
3
年
生
の

時
に
は
、見
事
に
全
国
高
等
学
校
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ

ト
ボ
ー
ル
大
会
へ
の
出
場
を
果
た
し
、「
花
園
」と

い
う
念
願
の
大
舞
台
で
の
プ
レ
ー
を
現
実
の
も

の
と
し
ま
し
た
。「
戦
績
は
2
回
戦
敗
退
で
し
た

が
、人
生
で
初
め
て„
努
力
は
報
わ
れ
る
、夢
は

叶
う“
と
実
感
し
ま
し
た
。
私
に
と
っ
て
、決
し

て
忘
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
強
烈
な
出
来
事
と

な
っ
た
の
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
」と
当
時

を
振
り
返
り
ま
す
。
い
つ
し
か
、「
こ
の
か
け
が

え
の
な
い
経
験
を
後
輩
た
ち
や
、ス
ポ
ー
ツ
に
励

む
多
く
の
生
徒
た
ち
に
伝
え
た
い
」と
考
え
る

よ
う
に
な
り
、体
育
教
師
に
な
り
た
い
と
い
う

思
い
が
芽
生
え
ま
し
た
。
一
方
で
、ラ
グ
ビ
ー
へ

の
情
熱
は
増
す
ば
か
り
。
そ
こ
で
桑
水
流
さ
ん

は
、保
健
体
育
の
教
職
課
程
が
設
け
ら
れ
、ラ
グ

ビ
ー
で
は
九
州
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
福
岡
大
学
ス

ポ
ー
ツ
科
学
部
へ
の
進
学
を
決
意
し
ま
し
た
。

　
ラ
グ
ビ
ー
部
に
い
ざ
入
部
し
て
み
る
と
、同

学
年
の
中
で
も
花
園
経
験
者
は
珍
し
く
な
く
、

選
手
層
の
厚
さ
と
レ
ベ
ル
の
高
さ
を
ま
ざ
ま
ざ

と
思
い
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。
高
校
の
頃
と
は
明

ら
か
に
違
う
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
環
境
で
桑
水
流
さ

ん
を
待
ち
受
け
て
い
た
の
は
、過
酷
な
練
習
と

激
し
い
レ
ギ
ュ
ラ
ー
争
い
で
す
。「
と
に
か
く

試
合
に
出
た
い
。
そ
の
一
心
で
練
習
に
打
ち
込

み
、絶
対
に
腐
ら
ず
に
努
力
し
続
け
よ
う
と
決

め
て
い
ま
し
た
」と
、そ
の
当
時
の
心
境
を
振
り

返
り
ま
す
。
し
か
し
、1
年
次
生
と
い
う
こ
と
も

あ
っ
て
、な
か
な
か
試
合
に
出
場
で
き
る
機
会
は

巡
っ
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

い
っ
た
そ
う
で
す
。

　
無
意
識
に
発
揮
さ
れ
て
い
た
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
。
そ
れ
が
監
督
の
目
に
留
ま
り
、4
年
次
生
と

な
っ
た
桑
水
流
さ
ん
は
、つ
い
に
キ
ャ
プ
テ
ン
を

任
さ
れ
ま
す
。
印
象
に
残
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
尋

ね
る
と
、や
や
顔
を
曇
ら
せ
な
が
ら
口
を
開
き
ま

し
た
。「
あ
る
日
の
練
習
で
の
こ
と
で
す
。
一
人

の
後
輩
が
明
ら
か
に
手
を
抜
い
て
い
る
よ
う
に

見
え
、つ
い
声
を
荒
げ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
練
習

後
、あ
ら
た
め
て
理
由
を
聞
く
と
、実
は
体
調
が

悪
く
て
熱
が
あ
る
と
。
後
輩
は
無
理
を
押
し
て
、

練
習
に
参
加
し
て
い
た
の
で
す
。
自
分
の
思
い

だ
け
で
突
っ
走
っ
て
は
い
け
な
か
っ
た
と
、た
だ

た
だ
後
悔
し
ま
し
た
」。
以
降
、一
人
よ
が
り
に

な
ら
ず
に
、常
に
冷
静
に
注
意
深
く
仲
間
に
気
を

配
る
よ
う
意
識
し
て
い
る
と
い
う
桑
水
流
さ
ん
。

そ
れ
は
現
在
の
日
本
代
表
キ
ャ
プ
テ
ン
と
し
て

の
教
訓
に
も
な
っ
て
い
る
と
言
い
ま
す
。

大
学
時
代
の
苦
い
経
験
が

日
本
代
表
キ
ャ
プ
テ
ン
と
し
て
の
教
訓
に

試
合
に
出
ら
れ
る
ま
で
絶
対
に
腐
ら
ず

努
力
し
続
け
よ
う
と
決
め
て
い
た

　
入
社
後
、桑
水
流
さ
ん
は
経
営
管
理
部
に
配

属
と
な
り
、
社
用
車
の
管
理
や
伝
票
処
理
と

い
っ
た
業
務
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
始
業
は
朝

8
時
半
。
社
会
人
と
な
っ
て
か
ら
も
準
備
の
大

切
さ
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、そ
の
30
分
前
に
は

出
社
す
る
よ
う
心
掛
け
て
い
る
と
言
い
ま
す
。

昼
の
12
時
ま
で
は
、一
会
社
員
と
し
て
業
務
に

従
事
。
午
後
は
ラ
グ
ビ
ー
の
練
習
へ
。
シ
ー
ズ

ン
中
は
、合
宿
や
遠
征
で
ラ
グ
ビ
ー
の
比
重
が

大
き
く
な
る
と
の
こ
と
。「
二
足
の
わ
ら
じ
を

履
い
て
大
変
そ
う
と
、

よ
く
言
わ
れ
ま
す
が
、

全
く
そ
ん
な
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
仕
事

の
時
は
ラ
グ
ビ
ー
の

こ
と
は
一
切
考
え
ず

に
1
0
0
％
仕
事
と

向
き
合
う
。
逆
に
ラ

グ
ビ
ー
を
し
て
い
る

時
は
そ
れ
に
集
中
す

る
。
い
ず
れ
ラ
グ
ビ
ー
を
引
退
す
る
時
期
が
来

る
で
し
ょ
う
し
、仕
事
は
そ
の
先
も
続
く
わ
け

で
す
か
ら
、ど
ち
ら
も
悔
い
の
な
い
よ
う
全
力

で
取
り
組
む
だ
け
で
す
」と
桑
水
流
さ
ん
。
最

後
に
今
後
の
目
標
を
尋
ね
る
と
、迷
わ
ず
「
世

界
で
ベ
ス
ト
4
進
出
を
果
た
す
こ
と
」と
力
強

く
即
答
。
あ
え
て
言
葉
に
は
し
な
か
っ
た
も
の

の
、真
っ
す
ぐ
に
前
を
向
く
瞳
に
は
、そ
の
先
に

あ
る
メ
ダ
ル
の
輝
き
が
映
っ
て
い
る
よ
う
に
見

え
ま
し
た
。

仕
事
も
ラ
グ
ビ
ー
も
常
に
全
力

目
指
す
は
リ
オ
で
の
ベ
ス
ト
4
進
出

日
本
ラ
グ
ビ
ー
界
の
頂
点
に
立
つ
ト
ッ
プ
リ
ー

グ
1
位
の
チ
ー
ム
も
含
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
何

が
最
良
の
選
択
な
の
か
。
桑
水
流
さ
ん
は
悩
み

ま
し
た
。
そ
ん
な
時
、背
中
を
押
し
て
く
れ
る
言

葉
と
出
合
い
ま
す
。
た
ま
た
ま
手
に
取
っ
た
福

岡
大
学
の
広
報
誌
『
七
隈
の
杜
』に
載
っ
て
い

た
「
一
冊
の
哲
学
書
よ
り
も
一
滴
の
香
水
」と

い
う
当
時
の
学
長
の
言
葉
で
し
た
。

　「
自
分
の
感
覚
を
大
事
に
し
ろ
。
私
は
言
葉
の

意
味
を
、直
感
的
に
そ
う
解
釈
し
ま
し
た
。
本
を

読
ん
で
得
た
知
識
に
頼
る
の
で
は
な
く
、多
く

壮行会のため本学を訪れた桑水流さんと
ラグビー部の後輩たち

「
一
冊
の
哲
学
書
よ
り
も
一
滴
の
香
水
」 

学
長
の
言
葉
が
進
む
べ
き
道
を
照
ら
す

の
学
び
や
経
験
に
よ
っ
て
磨
か
れ
た
自
身
の
感

性
を
信
じ
ろ
と
。
そ
の
と
き
、関
東
の
強
豪
チ
ー

ム
を
負
か
し
て
、九
州
と
い
う
地
方
か
ら
日
本

一
に
な
り
た
い
と
の
思
い
が
脳
裏
を
横
切
り
ま

し
た
。
15
人
制
の
日
本
代
表
監
督
の
経
歴
を
持

つ
現
チ
ー
ム
の
向
井
監
督
の
指
導
の
下
で
キ
ャ

リ
ア
を
積
み
た
い
と
い
う
願
望
も
あ
り
、現
在

所
属
す
る
九
州
の
コ
カ
・
コ
ー
ラ
レ
ッ
ド
ス
パ
ー

ク
ス
に
お
世
話
に
な
ろ
う
と
決
断
し
ま
し
た
。

学
長
の
言
葉
が
、進
む
べ
き
道
を
照
ら
し
て
く

れ
た
の
で
す
」。

大学でも日本代表でもキャプテンとしてチームを引っ張る自身の
リーダーシップについて熱く語る桑水流さん

努
力
は
報
わ
れ
る

夢
は
叶
う

自
分
の
感
覚
を

大
事
に
。

多
く
の
学
び
や

経
験
に
よ
っ
て

磨
か
れ
た

自
身
の
感
性
を

信
じ
る
。
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　「
人
類
が
継
承
し
て
き
た
ス
ポ
ー
ツ
と
い

う
文
化
の
発
展
に
貢
献
し
た
い
」。
そ
う
熱

く
語
る
長
島
先
生
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
は
、
ス

ポ
ー
ツ
史
の
研
究
。
特
に
、
日
本
代
表
選

手
と
し
て
活
躍
す
る
ほ
ど
先
生
ご
自
身
が

打
ち
込
ん
で
き
た
日
本
レ
ス
リ
ン
グ
が
研

究
の
対
象
で
す
。
そ
の„
日
本
レ
ス
リ
ン
グ

の
父“
と
呼
ば
れ
る
八
田
一
朗
氏
の
精
神
性

に
着
目
し
た
研
究
に
心
血
を
注
い
で
い
ま

す
。
八
田
氏
は
、
早
稲
田
大
学
在
学
中
の

1
9
2
9
年
に
大
学
に
レ
ス
リ
ン
グ
部
を

創
設
し
た
人
物
。
こ
れ
が
日
本
レ
ス
リ
ン

グ
の
始
ま
り
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
1
9
4
6

年
か
ら
約
40
年
に
わ
た
っ
て
日
本
レ
ス
リ

ン
グ
協
会
の
会
長
を
務
め
、
強
烈
な
個
性
と

カ
リ
ス
マ
性
で
日
本
を
世
界
と
肩
を
並
べ

る
レ
ス
リ
ン
グ
強
国
に
育
て
上
げ
ま
し
た
。

　
先
生
の
研
究
の
第
一
歩
は
、
一
次
史
料

（
原
史
料
）
の
収
集
。
八
田
氏
の
ご
子
息
を

は
じ
め
と
す
る
関
係
者
か
ら
直
筆
の
日
記

や
書
簡
、
写
真
な
ど
を
借
り
受
け
、
そ
れ
を

丁
寧
に
読
み
込
み
、
当
時
の
時
代
背
景
や

社
会
情
勢
と
照
ら
し
合
わ

せ
な
が
ら
分
析
を
進
め
て

い
る
、と
長
島
先
生
。「
八

田
氏
は
根
性
主
義
者
と
し

て
知
ら
れ
、
彼
の
ス
パ
ル

タ
指
導
は
も
は
や
伝
説
と

な
っ
て
い
ま
す
。し
か
し
、

史
料
を
読
み
解
く
と
、
彼

が
唱
え
た
根
性
論
は„
ス
ポ
根“
的
な
精
神

論
で
は
な
く
、
科
学
的
根
拠
に
基
づ
い
た

合
理
的
な
指
導
を
実
践
し
て
い
た
こ
と
が

分
か
り
ま
す
。
そ
れ
は
現
代
ス
ポ
ー
ツ
に

も
通
じ
る
指
導
法
で
あ
り
、
優
れ
た
先
見

の
明
が
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

ま
た
、
組
織
運
営
の
面
で
も
、
積
極
的
に
海

外
遠
征
を
取
り
入
れ
た
り
、
企
業
と
ス
ポ

ン
サ
ー
契
約
を
結
ん
だ
り
と
、
現
代
で
は

当
た
り
前
の
こ
と
を
他
の
ス
ポ
ー
ツ
競
技

に
先
駆
け
て
推
進
し
て
い
た
の
で
す
」。

　
こ
う
し
た
研
究
の
意
義

に
つ
い
て
、
先
生
は
次
の

よ
う
に
説
明
し
ま
す
。「
ス

ポ
ー
ツ
を
競
技
面
だ
け
で

な
く
、
歴
史
や
背
景
な
ど
多

面
的
に
捉
え
、
体
系
的
に

考
察
す
る
こ
と
で
よ
り
良

い
ス
ポ
ー
ツ
文
化
の
発
展

の
糧
を
見
つ
け
る
こ
と
で

す
。„
勝
利
至
上
主
義“
以
外

の
、
多
様
な
答
え
に
た
ど
り

着
く
こ
と
も
不
可
能
で
は

な
い
と
信
じ
て
い
ま
す
」。

　
先
生
の
モ
ッ
ト
ー
は
、
研

究
の
成
果
を
研
究
室
の
中
だ

け
に
と
ど
め
る
の
で
は
な

く
、
実
際
の
競
技
に
も
生
か
し
、
役
立
て
る

こ
と
。「
実
際
に
私
が
全
日
本
レ
ス
リ
ン
グ

選
手
権
で
初
め
て
優
勝
し
た
の
は
、
大
学
院

に
進
学
後
で
す
。
そ
の
後
、
5
連
覇
を
達
成

す
る
ま
で
に
至
っ
た
の
は
、
対
戦
相
手
の
次

の
動
き
を
察
知
す
る
力
が
養
わ
れ
た
こ
と

が
要
因
の
一
つ
で
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
」

と
力
を
込
め
て
話
し
ま
す
。
担
当
す
る
授

業
や
総
監
督
を
務
め
る
レ
ス
リ
ン
グ
部
で

も
、
時
に
は
ス
ポ
ー
ツ
で
勝
つ
意
味
を
問
う

な
ど
、
学
生
た
ち
に
勝
負
と
は
違
っ
た
側
面

か
ら
考
え
る
き
っ
か
け
を
与
え
る
こ
と
も

少
な
く
な
い
と
か
。
直
接
的
な
技
術
指
導

だ
け
に
と
ど
ま
ら
な
い
先
生
な
ら
で
は
の

指
導
法
が
実
り
、2
0
1
6
年
全
日
本
ジ
ュ

ニ
ア
レ
ス
リ
ン
グ
大
会
で
は
、
フ
リ
ー
ス
タ

イ
ル
55
キ
ロ
級
に
お
い
て
教
え
子
の
田
代

拓
海
選
手
（
ス
ポ
ー
ツ
科
学
部
2
年
次
生
）

が
優
勝
、
西
日
本
学
生
レ
ス
リ
ン
グ
春
季

リ
ー
グ
戦
で
は
15
年
ぶ
り
の
優
勝
を
果
た

し
ま
し
た
。「
今
回
の
結
果
は
、
本
学
レ
ス

リ
ン
グ
部
の
レ
ベ
ル
が
、2
0
2
0
年
の
東

京
五
輪
出
場
を
狙
え
る
位
置
に
近
づ
い
て

い
る
こ
と
を
実
感
で
き
る
快
挙
だ
と
捉
え

て
い
ま
す
」
と
、
先
生
は
胸
を
張
り
ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
史
を
研
究
す
る
上
で
、
五
輪

は
重
要
な
研
究
要
素
で
あ
る
と
言
う
先

生
。「
ま
ず
指
導
者
と
し
て
、
選
手
に
は

大
い
に
目
指
し
て
ほ
し
い
舞
台
で
あ
る
と

伝
え
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
研
究
者
と
し

て
は
、
批
判
的
に
見
て
い
る
部
分
も
あ
り

ま
す
。
五
輪
が
始
ま
っ
た
当
初
、
五
輪
は

開
催
理
念
の
と
お
り
、
人
間
教
育
や
世
界

平
和
の
意
味
合
い
が
濃
か
っ
た
は
ず
で
す

が
、
現
代
で
は
商
業
的
な
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
肥
大
化
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
生
ん

で
い
る
こ
と
も
確
か
で
す
。
そ
れ
で
も
ス

研究室を
訪ねて

長
島 

和
幸 

講
師

研
究
テ
ー
マ

●
わ
が
国
に
お
け
る
レ
ス
リ
ン
グ
を
め
ぐ
る
思
想
史
的
展
開
に
つ
い
て

　（
ス
ポ
ー
ツ
史
研
究
・「
八
田
一
朗
」
人
物
研
究
）

平成22年度
全日本レスリング選手権大会
決勝戦（右：長島先生）

 

「
2
0
2
0
年 

― 

東
京
」を
見
据
え
て
、レ
ス
リ
ン
グ
の
歴
史
や
問
題
点
を
考
察
・
分
析

ス
ポ
ー
ツ
界
の
よ
り
良
い
未
来
に
貢
献
す
る

ス
ポ
ー
ツ
文
化
の
発
展
に
寄
与
す
る
研
究

教授陣の卓越した研究を知り

個性的な人柄にも触れる─

「知」との貴重な出会いのページ

　

小
学
3
年
生
か
ら
レ
ス
リ
ン
グ
を
始
め
た

と
い
う
長
島
先
生
。
以
降
、中
学
校
、高
校
、大

学
、実
業
団
と
、選
手
を
引
退
す
る
ま
で
レ
ス

リ
ン
グ
漬
け
の
日
々
を
送
っ
て
き
ま
し
た
。

現
役
時
代
は
全
日
本
レ
ス
リ
ン
グ
74
キ
ロ

級
の
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
と
し
て
5
連
覇
を
果
た

し
、世
界
大
会
で
も
メ
ダ
ル
を
獲
得
す
る
な

ど
、レ
ス
リ
ン
グ
界
屈
指
の
名
選
手
と
し
て

名
を
は
せ
ま
し
た
。
手
元
に
残
る
40
種
類
以

上
の
ID
カ
ー
ド
は
、数
々
の
大
会
に
出
場
し

て
き
た
先
生
の
競
技
人
生
を
物
語
る
品
。「
今

の
自
分
が
存
在
す
る
の
は
、レ
ス
リ
ン
グ
を

経
験
す
る
中
で
ス
ポ
ー
ツ
文
化
に
つ
い
て
学

術
的
な
関
心
を
持
つ
こ
と
が
で
き
た
か
ら
で

す
。
自
分
史
を
語
る
上

で
各
競
技
会
の
ID
は
、

重
要
な
記
録
（
史
料
）

で
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
」と
先
生
は
感
慨
深

く
話
し
ま
す
。

先
生
モ
ノ
が
た
り

現
役
時
代
に
熱
戦
を
繰
り
広
げ
た

競
技
会
の
ID
カ
ー
ド

ス
ポ
ー
ツ
科
学
部

八田一朗氏のご子息から
借り受けた日記や書簡。
当時の心持ちを垣間見られる貴重な史料ポ

ー
ツ
は
、
人
に
豊
か
さ
や
幸
福
を
届
け

る
力
を
持
っ
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、

2
0
2
0
年
に
向
け
て
学
生
た
ち
に
は
、

ど
ん
な
形
で
も
い
い
の
で
五
輪
に
参
加
し

て
ほ
し
い
と
伝
え
て
い
ま
す
。
本
学
は
東

京
五
輪
連
携
大
学
に
指
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
関
わ
れ

る
チ
ャ
ン
ス
も
き
っ
と
あ
る
は
ず
で
す
。

せ
っ
か
く
の
機
会
を
生
か
し
て
ス
ポ
ー
ツ

の
素
晴
ら
し
さ
を
あ
ら
た
め
て
実
感
し
て

ほ
し
い
で
す
」。

世
界
の
舞
台
に
参
加
で
き
る

チ
ャ
ン
ス
は
誰
に
で
も
あ
る

日
本
レ
ス
リ
ン
グ
の
父
・

八
田
一
朗
氏
の
精
神
に
迫
る

選手時代は、世界、国内で数々のメダルを獲得した長島先生

八田一朗著の書籍の数々

研究 職に就いた記 念に購入
した西洋角力（レスリング）の
興行の様子を表した古い版画
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平
成
28
年
度
入
試
に
お
け
る
本
学
の
総
志
願
者

数
は
、平
成
26
年
度
入
試
の
5
万
人
超
え
を
上
回

り
、18
年
間
で
最
多
と
な
る
5
0,
6
9
2
人
と
な

り
ま
し
た
。
こ
の
要
因
は
全
国
的
な
大
学
受
験
者

数
の
増
加
、昨
今
の
継
続
的
な
受
験
生
の
地
元
志

向
な
ど
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
現
在
、
本
学
は
2
0
2
3
年
ま
で
の
活
動
指

針
で
あ
る
「
福
岡
大
学
ビ
ジ
ョ
ン
2
0
1
4
│

2
0
2
3
」の
も
と
、さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
推

進
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
示
し
て
い
る
4
つ
の

重
点
項
目
の
一
つ
で
あ
る
「
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の

育
成
」に
関
連
し
て
、平
成
29
年
度
入
試
か
ら
大
学

入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
利
用
入
試
に
お
い
て
「
英
語

の
資
格
・
検
定
試
験
活
用
制
度
」の
導
入
を
決
定
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
、出
願
ま
で
の
2
年
以
内
に
取
得

し
た
英
語
の
資
格
・
点
数
（
英
検
、T
O
E
I
C
®
、

T
O
E
F
L
®

等
）
の
レ
ベ
ル
に
応
じ
て
セ
ン

タ
ー
試
験
（
英
語
）
の
得
点
に
換
算
し
、合
否
判
定

　2016年も、高校生とご家族の皆さまに向けて、

オープンキャンパスを開催します。昨年は一昨年よ

り2,000人多い12,184人が来学し、大盛況でした。

当日は、大学の授業を体験できる模擬講義や充実し

た設備で行う公開実験、クラブ活動見学など、見ど

ころが盛りだくさん。個別相談コーナーでは、受験

や大学生活に関する相談などに教員や在学生が丁

寧にお答えします。福岡 ヤフオク !ドーム約45個分

の広大なキャンパスと学生スタッフの活気あふれる

雰囲気を体感してください。

オープンキャンパスを
開催します！
8月6日（土） 10:00～16:00
キャンパスを巡りながら
大学生活を送る自分をイメージしてみませんか？

平成          年度 入学試験要項決定

間
納
入
可
能
で
、出
願
内
容
・
納
入
状
況
も
サ
イ

ト
上
で
い
つ
で
も
確
認
で
き
る
た
め
大
変
便
利
で

す
。
今
後
も
年
々
変
化
す
る
受
験
生
の
ニ
ー
ズ
に

柔
軟
に
対
応
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、入
学
セ
ン
タ
ー
で
は
、高
校
に
出
向
い
て

実
施
し
て
い
る
模
擬
講
義
用
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
準
備
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
本
学
の
教
授

陣
が
ど
ん
な
教
育
・
研
究
を
し
、本
学
で
何
が
学

べ
る
の
か
が
一
目
で
分
か
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。
完
成
後
、各
高
校
に
配
布
す
る
予
定
で
す
の

で
、ぜ
ひ
ご
覧
い
た
だ
き
、進
路
決
定
の
参
考
に
し

て
く
だ
さ
い
。

　
本
学
は
ワ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
に
9
学
部
31
学
科
、

大
学
院
が
集
ま
っ
て
い
る
総
合
大
学
で
す
。
多
種

多
様
な
個
性
が
あ
ふ
れ
る
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、や

る
気
と
行
動
力
が
あ
れ
ば
、多
彩
な
出
会
い
と
成

長
の
機
会
に
恵
ま
れ
ま
す
。

　
8
月
6
日
（
土
）
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
で
、

そ
ん
な
本
学
の
魅
力
を
ぜ
ひ
体
感
し
て
く
だ
さ

い
。
き
っ
と
未
来
を
切
り
開
く
意
欲
が
刺
激
さ
れ

る
は
ず
で
す
。

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
も
の
で
す
。
例

え
ば
、英
検
2
級
（
た
だ
し
、4
技
能
に
限
る
）
を

持
っ
て
い
れ
ば
8
割
換
算
で
2
0
0
点
、英
検
準

1
級
を
持
っ
て
い
れ
ば
満
点
換
算
で
2
5
0
点

と
み
な
し
、セ
ン
タ
ー
試
験
（
英
語
）
を
受
験
し
た

場
合
は
、高
い
方
の
得
点
を
合
否
判
定
に
使
用
し

ま
す
。
つ
ま
り
、高
校
な
ど
で
重
ね
て
き
た
努
力

の
成
果
を
入
試
に
直
接
役
立
て
る
こ
と
が
で
き
る

と
い
う
わ
け
で
す
。

　
平
成
29
年
度
入
試
か
ら
は
従
来
の
志
願
票
に
よ

る
出
願
を
廃
止
し
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
出
願
に
完

全
移
行
し
ま
す
。
入
学
試
験
要
項
（
冊
子
）
は
廃

止
し
ま
す
の
で
、専
用
サ
イ
ト
で
入
学
試
験
要
項

（
P
D
F
）
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、出
願
登
録
画
面
で
は
入
力
内
容
の
チ
ェ
ッ
ク

や
検
定
料
の
計
算
が
自
動
的
に
行
わ
れ
ま
す
。
検

定
料
は
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
で
24
時

平成28年度入試の結果や平成29年度入試の変更点などについて、
入学センター長の髙山峯夫教授に聞きました。

平
成
29
年
度
入
試
か
ら
「
英
語
の
資
格
・

検
定
試
験
活
用
制
度
」を
導
入

主な内容

・ 施設見学

・ 模擬講義

・ 公開実験

・ 教員・在学生による
 個別相談コーナー

・ 進学相談コーナー

・ クラブ活動見学

・ 入試の傾向と対策

・ キャンパス周辺遊覧バス

 など

入学センター長

髙山 峯夫 教授
（工学部）

便
利
に
容
易
に
出
願
で
き
る

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
出
願
に
完
全
移
行

■一般入試（系統別日程）
　全学部を５つの学問系統に分類し、同
一系統内であれば1回の試験で複数学
科の出願も可能。学科の特性に応じた
配点で、3科目400点満点で選考します。
※医学科は4科目（一次選考／400点満点）、小

論文・面接・調査書（二次選考／50点満点）に
より選考します。

■一般入試（前期日程）
　1試験日に1学科を受験できます。試
験日が異なれば併願でき、同一学科の
併願も可能。3科目300点満点で選考し
ます。

■センタープラス型入試
　「一般入試（前期日程）」と「平成29
年度大学入試センター試験」の両方に
おける、各学科が指定する教科・科目の
総合点で選考します。

■大学入試センター試験利用入試（I期）
　「平成29年度大学入試センター試験」
における、各学科が指定する教科・科目
の総合点で選考します。
※医学科は大学入試センター試験の総合点（一

次 選考／ 700点満点）と面接・調査書（二次
選考／50点満点）により選考します。

※スポーツ科学部は大学入試センター試験の総
合点（400点満点）と調査書・スポーツ活動歴
調査書（100点満点）により選考します。

■大学入試センター試験利用入試（II期）
　「平成29年度大学入試センター試験」
における、各学科が指定する教科・科目
の総合点で選考します。

■ A方式推薦入試
　高等学校の推薦を必要とする公募型
入試制度。調査書、面接、テスト（2科目）
により総合的に選考します。
※スポーツ科学部は調査書、面接（作文を含む）、

体育実技により総合的に選考します。

主な入試制度

模擬講義で
大学の授業を

体験

中央図書館
見学ツアーで

スケール感を目の当たり

クラブ活動を
見学

個別相談コーナーで
疑問を解消

理系学部で
人気だった

体験コーナー

キャンパスライフ
について

在学生に質問

食堂で
休憩＆リラックス

ガイドブックで
スケジュールを確認

写真は 2015 年のオープンキャンパスの様子です。
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入試制度 実施学部（学科等） 出願期間 試験日等 試験地

８月１日（月）～
８月６日（土）

本学（福岡）

本学（福岡）・
東京・名古屋・大阪

本学（福岡）
広 　島
山 　口
長 　崎
熊 　本
大 　分
宮 　崎
鹿 児 島

本学（福岡）

本学（福岡）

本学（福岡）

本学（福岡）

本学（福岡）
東京
名古屋
大阪
高松
松山

広島
山口
北九州
長崎
熊本

大分
宮崎
鹿児島
那覇

1月5日（木）～
1月17日（火）

1月5日（木）～
1月17日（火）

本学（福岡）

－
本学（福岡）

－
本学（福岡）

本学（福岡）

－
本学（福岡）

本学（福岡）

－
本学（福岡）

－

－

－

8月22日（月）

一次選考 9月1日（木）
二次選考 9月10日（土）
一次選考 9月1日（木）
二次選考 9月10日（土）

一次選考 9月1日（木）
二次選考 9月9日（金）

8月9日（火）・24日（水）

11月27日（日）
11月24日（木）・25日（金）
11月26日（土）
11月27日（日）
一次選考 10月18日（火）
二次選考 11月4日（金）

小論文作成
グル－プディスカッション

公開練習会

特別講座

11月26日（土）

3月4日（土）

3月4日（土）

1月30日（月） 本学（福岡）

スポーツ科

人文（※1）、法、経済、商、商二、理、工、薬

スポーツ科

人文（※1）、経済、商、商二、
工（機械工、社会デザイン工）

法、商、商二、薬、スポーツ科

人文、法、経済、商、商二、
理、工、薬（※2）、スポーツ科

人文、法、経済、商、
理、工、医（医）、薬、スポーツ科

（※1）帰国子女入試、社会人入試では人文学部教育・臨床心理学科の募集は行いません。　（※2）薬学部の学士入試については、別途お問い合わせください。

８月22日（月）～
８月26日（金）

８月１日（月）～
８月５日（金）

８月22日（月）～
８月26日（金）

８月22日（月）～
８月26日（金）

11月1日（火）～
11月10日（木）

10月1日（土）～
10月5日（水）

人文、法、経済、商、商二、理、工、医、薬 
スポーツ科 
経済、工（化学システム工、社会デザイン工）
医（医）

人文、法、経済、商、商二、
理、工、医（看護）、薬、スポーツ科

医（医）

法

商（会計専門職プログラム含む）
商二（会計専門職プログラム含む）

スポーツ科

人文、法、経済、商、商二、
理、工、スポーツ科

一

　
　般

　
　入

　
　試

AO入試

公
募
推
薦

社
会
人
入
試

Ａ方式

B方式
地域枠
スポーツ
特別推薦

大学入試
センター試験
利用入試（I期）

大学入試センター試験
利用入試（IIIII 期）

系統別日程

前期日程

前期日程

帰国子女入試

編・転・学士入試

学部留学生入試

後期日程

1月5日（木）～
1月13日（金）

1月5日（木）～
1月24日（火）

8月8日（月）・23日（火）

2月11日（土）

一次選考 2月2日（木）

二次選考 2月14日（火）

2月5日（日）

2月6日（月）

2月3日（金）

2月4日（土）

2月2日（木）

2月6日（月）・7日（火）
2月11日（土）・12日（日）

11月26日（土）

11月25日（金）

大学入試センター試験
1月14日（土）・15日（日）
大学入試センター試験
1月14日（土）・15日（日）

大学入試センター試験
1月14日（土）・15日（日）

二次選考 2月14日（火） 本学（福岡）

2月16日（木）～
2月27日（月）

2月16日（木）～
2月23日（木）

3月4日（土）

3月6日（月）
人文、法、経済、商、商二（会計専門職プログラム含む）、
理、工（電気工、電子情報工、化学システム工、
社会デザイン工、建築）、薬、スポーツ科

人文、法、経済、
商（会計専門職プログラム含む）、
商二（会計専門職プログラム含む）、
理、工、医（看護）、薬、スポーツ科

医（医）

人文（文化、東アジア地域言語）、経済（産業経済）、商（経営）、
理（応用数、地球圏科、ナノサイエンス・インスティテュート）、薬

人文（教育・臨床心理、ドイツ語）、経済（経済）、商（貿易、会計専門
職プログラム）、理（物理科、化、社会数理・情報インスティテュート）

人文（歴史、フランス語）、法（経営法）、商（商）、
工（機械工、電子情報工、社会デザイン工）、
薬［理科重視型］、
スポーツ科（健康運動科）

人文（日本語日本文、英語）、法（法律）、商二、工（電気工、化学シ
ステム工、建築）、医（看護）、スポーツ科（スポーツ科［小論文型］）

人文、法、経済、商、商二、
理、工、医（看護）、薬、
スポーツ科（スポーツ科［小論文型］、健康運動科）

スポーツ科（スポーツ科［実技型］）

人文（教育・臨床心理、ドイツ語、フランス語）、
法、経済、商、商二、理、工、医（看護）、薬、スポーツ科

本学（福岡）
東京
大阪
高松
松山
広島

山口
北九州
長崎
熊本
大分

宮崎
鹿児島
那覇

＊平成29年3月までに実施する入試の日程です。

11月1日（火）～
11月10日（木）

11月1日（火）～
11月10日（木）

2月16日（木）～
2月23日（木）

2月16日（木）～
2月23日（木）

11月22日（火）～
12月2日（金）

本学（福岡）

本学（福岡）
広　島
鹿児島

後期日程

スポーツ科学部
特別募集

「センタープラス型入試」を人文学部、法学部、経済学部、商学部、理学部、工学部、医学部（看護）、薬学部で実施します。を人文学部、法学部、経済学部、商学部、理学部、工学部、医学部（看護）、薬学部で実施します。

入学前予約型給付奨学金
入試日程

本奨学金は、福岡大学への入学を希望する方に対し、経済的支援を行うことを目的としています。

一般入試の出願前に奨学金の申請を受け付け、審査の結果、採用候補者として認定された方に対し、

入学後1年間の奨学金給付（返済不要）を事前に約束する制度です。

採用候補者は、一般入試（※1）に合格し、

入学後に所定の手続きをすることで正式に奨学生として採用されます。

平成28年度の実績は、「七隈の杜 給付奨学金」が252人、「七隈の杜 第3子以降特別給付奨学金」が39人、

計291人に対し奨学金を給付しました。

入学前予約型給付奨学金「七隈の杜」

七隈の杜　給付奨学金

▶ 申請資格

▶ 申請時期

▶ 選考結果通知（※3）

▶ 採用候補者数

▶ 奨学金額（※4）

▶ 申請資格

七隈の杜　第３子以降特別給付奨学金

・ 平成29年度一般入試（※1）を受験する者
・ 父母の年間収入を合算した金額が、
　  基準額（※2）以下の者

・ 第3子以降（※5）の者
・ 平成29年度一般入試（※1）を受験する者
・ 父母の年間収入を合算した金額が、
　  基準額（※2）以下の者

▶ 奨学金額（※4）

文系学部30万円（商二部15万円）

理系学部50万円
成績優秀者は特別増額あり 30万円

▶ 申請時期

平成28年11月1日（火）～12月12日（月）

▶ 支給時期
平成29年6月

▶ 支給時期
平成29年6月

※第３子以降特別給付奨学金と併給可能です。

平成28年11月1日（火）～12月12日（月）
▶ 選考結果通知（※3）

平成28年12月下旬

平成28年12月下旬▶ 採用候補者数

約2,000人

約1,000人

※1　一般入試（系統別日程・前期日程）・センタープラス型入試・大学入試センター試験利用入試（Ⅰ期・ⅠⅠ期）のいずれかの入学試験
※2　給与・年金収入金額：700万円（課税前）、その他・事業所得金額：350万円
※3　家計状況について審査し、困窮度の高い方から採用候補者を決定し、通知します。
※4　奨学金額は、一般入試の合格発表時（2月22日）に通知します。なお、初年度納入金額相当（委託徴収金除く）を限度とします。
※5　出生の早い者から順次に数えて第3番目以降の子

七
ななくま

隈の杜
もり

 給付奨学金　　七
ななくま

隈の杜
もり

 第3子以降特別給付奨学金

http://www.fukuoka-u.ac.jp/
入試に関する詳細やその他の変更点については、『大学案内2017』または福岡大学公式ウェブサイトでご確認ください。

福岡大学 検 索（トップページ＞入試情報サイト）
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　本プロジェクトは、カバヤ食品株式会社の商品を企画のベースに、「天神ロフトにしかない売り場

を作りたい」「福岡大学の学生に商学理論の実践の場を提供したい」という福岡大学と天神ロフト

双方の意向が一致し、2015年9月にスタート。マーケティングを専門とする杉本宏幸商学部准教

授の指導の下、学生有志21人（商学部・商学部第二部）が参画。売り場構成

を中心としたプロモーションを学生が担当。企業との折衝の他、週に一度の

ペースで開くミーティングでは進捗状況の確認や各セクションにおける問題

点の改善などの議題に多くの時間を割いた。マーケティングに基づく売り場

構成の他、学生目線でSNSを駆使したPRやCM映像作りも行った。

※特設コーナー開設期間：2016年5月28日（土）～ 6月26日（日）

マーケティングを実践的に学びながら、
生の消費者動向を売り場で体感

 

商
学
理
論
を
生
か
し
た

私
た
ち
の
挑
戦

学内の旬の出来事やスポットを写真で描き出します。

1
個
3
8
0
円
（
税
別
）
の
「
ジ
ュ
ー
C
×
ベ
ア
ブ
リ
ッ
ク
」が
色
鮮
や
か
に
並
び
、目
に
飛
び
込
ん
で
く
る
。

天
神
ロ
フ
ト
（
福
岡
市
中
央
区
）
5
階
バ
ラ
エ
テ
ィ
雑
貨
売
り
場
の
特
設
コ
ー
ナ
ー
。

「
15
秒
、売
り
場
に
足
を
止
め
て
も
ら
う
た
め
に
ど
ん
な
仕
掛
け
が
必
要
か
」。

学
生
た
ち
は
約
半
年
間
に
わ
た
り
商
品
の
特
性
や
購
買
層
な
ど
を
分
析
し
な
が
ら
、

販
売
ス
キ
ー
ム
を
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
で
幾
度
と
な
く
練
り
直
し
、天
神
ロ
フ
ト
に
提
案
し
た
。

そ
の
努
力
が
実
り
、売
り
場
は
完
成
し
た
。

約3時間をかけて売り場を設営

学生たちが制作した
CM 映像
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1 福岡大学法学部経営法学科に入学
大学入学前にシンガポールやマレーシアに訪れたことを機
に、海外への興味を深めていた。そんな時、福岡大学のパ
ンフレットを見て、経営法学科にアメリカで連邦裁判所の
見学や企業訪問などを行う経営法学科ならではの科目が
あると知り、入学後受講したいと思った。

「国際コミュニケーション・法政事情Ⅰ ,Ⅱ」を履修
グローバルコミュニケーションをベースに日米法制度およ
び異文化について自分の考えを発表したり、議論したりす
るアクティブ・ラーニングによって、グローバルリーガルマ
インド、分析力、リーダーシップ、コミュニケーション力、プ
レゼンテーション力が鍛えられた。

1年次夏休み
「国際コミュニケーション
海外研修」の授業で
シアトルへ
約2週間にわたって、シアトル大
学で現地の学生と一緒に講義
を受け、裁判所や政府機関を見学し、現地企業（スターバッ
クス本社）などを訪問。研修ではクラスプレジデント（ク
ラスのリーダー）も務め、研修を通じて得た「何事にも積
極的に」「できるだけ経験の幅を広げる」といった指針が、
その後の大学生活の原動力になっている。

1年次春休み
ベトナムでの海外インターンシップに参加
就職・進路支援センターが主催する海外インターンシップ
に参加。ベトナムの日系旅行会社で新しいツアープラン
の企画作成や新たなプロモーションの提案など、日本人
観光客向けのサポート業務を体験し、「臨場知」の重要性
をさらに体感できた。

2年次4月～
エクステンションセンターの
「通関士受験対策講座」を受講

国境を越えて人とモノをつなぐ
商社の仕事に興味を持ち、
貿易業務に役立つ通関士の
資格取得に挑戦。
10月の国家試験に向けて
準備を進めている。

2

　
「
入
学
前
か
ら
、福
大
で
必
ず
受
け
た
い
と

思
っ
て
い
た
授
業
が
あ
り
ま
す
」と
、古
後
さ

ん
は
大
学
生
活
の
始
ま
り
を
語
り
ま
す
。
そ

の
授
業
は
「
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・

法
政
事
情
Ⅰ,
Ⅱ
」。
経
営
法
学
科
1
年
次
生

向
け
の
専
門
教
育
科
目
で
、夏
休
み
に
実
施

す
る
ア
メ
リ
カ
海
外
研
修
と
併
せ
、日
米
関

係
や
ア
メ
リ
カ
の
政
治
・
司
法
、グ
ロ
ー
バ
ル

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
学
ぶ
授
業
で
す
。

　
「
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
も
発
表
で
も
、自
分

の
考
え
を
明
確
に
伝
え
る
姿
勢
が
求
め
ら

れ
、こ
れ
が
大
学
の
授
業
ス
タ
イ
ル
な
ん
だ

な
と
、わ
く
わ
く
し
ま
し
た
」と
古
後
さ
ん
。

元
外
交
官
で
こ
の
科
目
の
担
当
教
授
、ウ
エ

法
学
部
経
営
法
学
科
の
授
業
で
訪
れ
た
ア
メ
リ
カ
・
シ
ア
ト
ル
で
の
海
外
研
修
、

ベ
ト
ナ
ム
に
あ
る
日
系
企
業
で
の
海
外
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
、

さ
ら
に
は
「
通
関
士
受
験
対
策
講
座
」の
受
講
と
、福
岡
大
学
の
豊
富
な
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
制
度
を
フ
ル
活
用
し
て

幅
広
い
経
験
を
積
ん
で
い
る
古
後
陸
さ
ん
（
法
学
部
経
営
法
学
科
２
年
次
生
）。

「
今
後
も“

JU
ST D

O
 IT

（
行
動
あ
る
の
み
）”

の
精
神
で
、さ
ら
に
経
験
値
を
高
め
た
い
」と
意
欲
を
燃
や
し
て
い
ま
す
。

福
大
の
恵
ま
れ
た
環
境
を

最
大
限
に
活
用
し
た
い

ス
ト
ン
先
生
が
し
ば
し
ば
発
す
る“

D
on't 

be shy

（
恥
ず
か
し
が
ら
な
い
で
）”

と
い

う
言
葉
が
、海
外
研
修
の
際
、大
い
に
背
中

を
押
し
て
く
れ
た
そ
う
で
す
。「
模
擬
裁
判

の
授
業
で
は
、死
刑
制
度
に
つ
い
て
活
発
に

議
論
を
交
わ
す
現
地
学
生
に
負
け
じ
と
手

を
挙
げ
、問
題
提
起
し
ま
し
た
」。
ま
た
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
訪
問
し
た
チ
ャ
イ
ナ
タ
ウ

ン
の
自
治
組
織
で
は
、知
識
だ
け
で
な
く
体

験
を
通
じ
て
実
感
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を

教
わ
っ
た
と
か
。「
こ
れ
を
臨
場
知
と
呼
ぶ

の
だ
と
、後
に
知
り
ま
し
た
。
研
修
後
は
さ

ら
に
経
験
の
幅
を
広
げ
、臨
場
知
を
深
め
よ

う
と
、意
欲
が
高
ま
り
ま
し
た
」。

何事にも
積極的にチャレンジ！

★ 

好
き
な
授
業

「
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・

法
政
事
情
Ⅰ,
Ⅱ
」

「
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

海
外
研
修
」

　

前
期
完
結
の
Ⅰ
で
現
地
の
情
報

収
集
や
留
学
準
備
を
進
め
、シ
ア
ト

ル
で
の
研
修
の
後
、Ⅱ
で
国
内
の
企

業
を
訪
問
。
集
大
成
と
し
て
最
後
に

報
告
会
を
行
い
ま
す
。
現
地
の
研
修

で
は
「
多
文
化
に
お
け
る
人
間
関

係
」に
つ
い
て
発
表
し
ま
し
た
。

充実
CAMPUS       
LIFE

古後 陸 さん

法学部経営法学科
2年次生

Riku KOGO

古後さんの目標

「
海
外
研
修
」「
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」「
資
格
取
得
」

目
の
前
の
チ
ャ
ン
ス
に

全
力
で
挑
戦

　

そ
の
言
葉
ど
お
り
、帰
国
後
す
ぐ
に
F
I
T
、

さ
ら
に
海
外
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
も
参

加
。「
実
は
ど
ち
ら
も
入
学
時
か
ら
参
加
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
福
大
に
は
授
業

以
外
に
も
、さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を
す
る
チ
ャ

ン
ス
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
一
つ
で
も
多

く
の
チ
ャ
ン
ス
を
生
か
し
た
い
で
す
」。

　

2
年
次
生
と
な
り
、新
た
な
チ
ャ
ン
ス
に

挑
む
古
後
さ
ん
の
意
欲
は
さ
ら
に
高
ま
っ
て

い
る
よ
う
で
す
。「
4
月
か
ら
通
関
士
受
験

対
策
講
座
を
受
講
し
て
い
ま
す
。
通
関
士
と

S t u d e n t  L i f e  学生生活 仲間の充実した日々には、あなたの将来の糧となるヒントが詰まっている。

★ 

大
学
生
活
を
送
る
上
で
の
モ
ッ
ト
ー

　“
JU

ST D
O

 IT”

で
す
。
福
大
に

は
チ
ャ
ン
ス
が
豊
富
に
あ
り
ま
す

が
、
自
分
で
動
か
な
い
と
何
も
始
ま

ら
な
い
の
で
「
行
動
あ
る
の
み
」。

そ
し
て
「
最
大
限
に
力
を
尽
く
す
」。

こ
の
姿
勢
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。

福大では、自ら動けばきっとチャンスが見つかる
FIT（国際交流 学生ボランティアチーム）
　国際センターに登録して留学生を支援するボ
ランティアです。古後さんはシアトル大学での海
外研修を終えた直後の9月に登録し、活動を始め
ました。FITは区役所への同行や生活上のアドバ
イスなどのサポートをしています。「シアトルでは
ホームステイ先の家族をはじめ、多くの方々にお
世話になりました。その恩返しがしたいと思い、
登録しました」。

い
う
の
は
、貿
易
実
務
に
関
わ
る
国
家
資
格
。

2
度
の
海
外
研
修
を
通
じ
て
、貿
易
の
仕
事

に
関
わ
り
た
い
と
い
う
思
い
が
強
ま
り
、そ

れ
に
役
立
つ
通
関
士
の
資
格
を
取
得
し
よ
う

と
。
学
内
の
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

を
利
用
し
て
い
ま
す
」と
、古
後
さ
ん
は
話
し

ま
す
。
そ
の
他
、福
岡
県
留
学
生
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
関
わ
り
、そ
の
縁
で
知

り
合
っ
た
福
岡
市
の
企
業
で
定
期
的
に
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
重
ね
る
な
ど
、学
外
に
も

活
動
の
場
を
広
げ
て
い
る
古
後
さ
ん
。「
引
き

続
き
何
事
に
も
積
極
的
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、

経
験
の
幅
を
広
げ
て
い
き
た
い
」と
、し
っ
か

り
前
を
向
い
て
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

自
分
の
可
能
性
を
限
定
せ
ず
、

柔
軟
に
経
験
の
幅
を
広
げ
た
い

古後さんの「充実 CAMPUS LIFE」 POINT

TimelineTimeline
古後さんの 自分年表

ウオッシュバン大学研修生歓迎会

ここが
ターニング
ポイント！

エクステンションセンターの
「通関士受験対策講座」を受講

国境を越えて人とモノをつなぐ
古後さんの
古後さんの目標目標

・
ア
ラ
ス
カ
航
空

・
コ
ス
ト
コ

・
ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
本
社

・
日
本
総
領
事
館

・
州
上
級
裁
判
所

・
連
邦
地
方
裁
判
所

 《
過
年
度
の
主
な
訪
問
先
実
績
》

2122 Fukuoka University Magazine  June 2016Fukuoka University Magazine  June 2016



　

第
一
記
念
会
堂
地
下
の
柔
道
場
で
畳
に
響
く
受
け
身

の
音
が
、練
習
の
激
し
さ
を
物
語
り
ま
す
。
柔
道
部
女
子

の
部
員
は
現
在
23
人
。
日
曜
を
除
く
毎
日
、
朝
夕
合
わ

せ
て
4
時
間
半
の
猛
練
習
を
積
ん
で
い
ま
す
。
早
朝
は

柔
道
部
女
子
O
B
の
富
岡
コ
ー
チ
、
午
後
は
シ
ド
ニ
ー

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
銅
メ
ダ
リ
ス
ト
の
日
下
部
基
栄
監
督
の

指
導
を
仰
ぎ
ま
す
。「
厳
し
さ
の
中
に
も
優
し
さ
を
兼
ね

備
え
た
監
督
で
す
。
オ
フ
の
日
に
は
ご
自
宅
に
部
員
全

員
を
招
い
て
食
事
会
を
開
い
て
く
だ
さ
る
こ
と
も
。
そ

ん
な
監
督
を
お
手
本
に
、私
も
部
員
一
人
一
人
の
個
性
に

合
わ
せ
た
声
掛
け
を
工
夫
し
て
い
ま
す
」と
話
す
キ
ャ
プ

テ
ン
の
向
井
真
琴
さ
ん
。
部
の
モ
ッ
ト
ー
を
尋
ね
る
と

「
オ
ー
ル
・
フ
ォ
ー
・
ワ
ン
、

ワ
ン
・
フ
ォ
ー
・
オ
ー
ル
」

と
い
う
言
葉
が
返
っ
て
き

ま
し
た
。「
23
人
の
部
員

は
趣
味
も
性
格
も
十
人
十

色
で
す
が
、
柔
道
着
に
袖

を
通
せ
ば
、
思
い
は
一
つ
。

全
員
で
目
標
を
達
成
し
よ

う
と
、お
互
い
を
支
え
合
い
な
が
ら
練
習
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
」。
柔
道
部
女
子
の
目
標
は
全
国
大
会
出
場
。
出

場
へ
の
切
符
を
手
に
す
る
た
め
10
月
の
大
会
に
向
け
、団

体
ベ
ス
ト
４
、
多
数
の
個
人
上
位
入
賞
を
目
標
に
、
持
ち

前
の
〝
全
員
柔
道
〞で
挑
ん
で
い
ま
す
。

　

毎
年
6
月
に
開
催
さ
れ
る
福
岡
大
学
学
術
文
化
祭

は
、本
学
の
文
化
系
公
認
団
体
の
活
動
内
容
を
学
内
外

に
発
信
す
る
文
化
行
事
で
す
。
秋
の
学
園
祭
と
並
ん
で
、

福
大
の
魅
力
を
広
く
伝
え
る
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
定
着
し

て
い
ま
す
。
第
57
回
と
な
る
2
0
1
6
年
学
術
文
化
祭

の
テ
ー
マ
は
「
雫

し
ず
く
」。「
一
滴
の
水
が
大
き
な
流
れ
と
な

り
、や
が
て
大
地
に
浸
透
す
る
よ
う
に
、私
た
ち
の
活
動

ぶ
り
を
広
く
伝
え
た
く
て
」と
、テ
ー
マ
に
託
し
た
思
い

を
語
る
の
は
、学
術
文
化
部
会
常
任
幹
事
会
幹
事
長
の

山
﨑
陽
平
さ
ん
。
情
宣
活
動
を
担
当
す
る
上
半
皓
平
さ

ん
は
「
多
彩
な
団
体
の
発
表
に
加
え
て
、著
名
な
文
化

人
に
よ
る
講
演
会
も
。
一
般
学
生
は
も
ち
ろ
ん
市
民
の

方
も
、き
っ
と
興
味
を
引
か
れ
る
団
体
や
イ
ベ
ン
ト
が
見

つ
か
る
と
思

い
ま
す
」と
、

本
学
な
ら
で

は
の
魅
力
の

広
が
り
を
語

り
ま
す
。
そ

し
て
学
術
文
化
祭
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
飾
る
の
が
、「
音

楽
の
夕
べ
」。
7
月
3
日
（
日
）、本
学
8
号
館
8
3
1

教
室
で
音
楽
系
サ
ー
ク
ル
が
一
堂
に
会
し
て
開
き
ま
す
。

学
術
文
化
部
会
に
所
属
す
る
29
団
体
約
1,
6
0
0
人

が
発
信
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
「
雫
」が
、大
き
な
感
動
に
結

実
す
る
時
間
を
、ぜ
ひ
共
有
し
て
く
だ
さ
い
。

学術文化祭

発見、探究、感動。色とりどりの文化の雫

年間行事

5月

6月

7月

9月

10月

情熱の証

九州学生柔道大会
（団体）

全日本学生柔道
優勝大会（団体）

九州ジュニア選手権
大会（個人）

全日本ジュニア柔道
体重別選手権大会（個人）

全日本学生体重別
選手権大会（個人）
全日本学生体重別
団体優勝大会（団体）

柔道部女子

 切磋琢磨の汗を束ねて、さらなる高みへ

年間行事

2月

3月～

5月

6月

7月

幹事合宿会

幹事会

テレビ出演、
ポスター掲示、
SNSによる情報発信
等の情宣活動

学術文化祭
（6月27日～7月1日）

音楽の夕べ
（7月3日）

O n e  P e r s o n ,  O n e  C i r c l e

日下部監督の「強くしたい」という思いに応えて
日々成長する部員たち

「雫」のコンセプトをブルーで表現した
ポスターを学内外に掲示して告知
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学びを軸にサークル活動にも熱く燃え、一生の思い出を仲間を。



講
義
前（
予
習
）

次回の実験映像を視聴

実験映像の再視聴

学生が提出した
レポートへのコメント

物理現象や
法則などの解説

音声解説を加えた
動画を視聴

講義内容確認のための
クイズに解答

レポート記入、提出

教員がアップロードした学生のレポートに対して
コメントを書き込む

Moodle

前回講義
の終了前

Moodle

講
義
中

講
義
後（
復
習
）

を
視
聴
し
、そ
れ
に
関
す
る
レ
ポ
ー
ト
を

全
員
が
そ
の
場
で
書
い
て
提
出
。

　
「
レ
ポ
ー
ト
に
は
小
中
高
校
で
学
ん
だ

こ
と
、自
分
が
知
っ
て
い
る
こ
と
で
他
の

学
生
の
参
考
に
な
る
と
思
う
こ
と
を
書

く
よ
う
、指
示
し
て
い
ま
す
」と
寺
田
先

生
。
つ
ま
り
毎
回
、授
業
中
に
次
の
授
業

の
準
備
が
始
ま
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

こ
の
日
取
り
上
げ
ら
れ
た
レ
ポ
ー
ト

に
も
、力
を
小
さ
な
一
点
に
集
中
す
る
画

鋲
の
原
理
、ス
ポ
ン
ジ
に
ブ
ロ
ッ
ク
を
縦

に
置
く
か
横
に
置
く
か
で
沈
み
方
が
違

う
な
ど
、新
鮮
な
気
付
き
や
再
発
見
の
驚

き
が
溢
れ
て
い
ま
し
た
。

オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る

事
前
・
事
後
学
習
で

物
理
科
学
が
身
近
に

中野 佑一 さん

学生が提出する手書きのレポートも授業の題材に

商学部 商学科  
3年次生

NHK エデュケーショナル制作の『大科学実験』の映像を教材に、「アルキメデスの原理」
「ニュートン力学」といったテーマに関係する物理現象や基本法則について学びます。

共通教育科目  

物理科学入門

●今回紹介する科目は

　近年では高校で物理を履修
しない人も多いのですが、スマ
ホや家電製品の中には、物理を
基礎に発展した科学技術がたく
さん詰まっています。「物理科学
入門」の授業にアクティブ・ラー
ニングの要素を盛り込んでいる
のは、この授業で物理に対して
積極的に興味を持ち、科学技術
全般を身近に感じてほしいと
思うからです。その甲斐あって、

「物理はとっつきにくい分野だと
思っていたけれど、面白い」「映
像を通じて自然と興味を持つこ
とができた」「他の受講生が書
いたものが読めて、非常に参考
になった」など、多くの学生から
前向きな反応があり、私自身も
手応えを感じています。

理学部 物理科学科

寺田 貢  教授

能動的な学習姿勢で
物理科学の魅力と可能性を
実感してください

　

教
室
前
方
の
ス
ク
リ
ー
ン
に
、5
0
0

個
の
卵
の
上
に
立
つ
ラ
ク
ダ
の
姿
が

大
き
く
映
し
出
さ
れ
ま
し
た
。
学
生
た

ち
が
熱
心
に
見
入
っ
て
い
る
動
画
は
、

N
H
K
が
制
作
し
た
10
分
間
の
科
学
映

像
。「
物
理
を
学
ぶ
機
会
が
少
な
い
学
生

や
文
系
の
学
生
で
も
興
味
が
持
て
る
よ

う
、毎
回
映
像
を
出
発
点
に
し
て
い
ま

す
」と
担
当
の
寺
田
貢
先
生
。
第
3
回
と

な
る
こ
の
日
の
テ
ー
マ
は
「
卵
の
上
に

立
つ
ラ
ク
ダ
」。
体
重
7
5
0
キ
ロ
の
ラ

ク
ダ
を
何
個
の
卵
で
支
え
ら
れ
る
か
と

い
う
実
験
映
像
を
手
掛
か
り
に
、「
力
の

分
散
」「
ベ
ク
ト
ル
量
」と
い
っ
た
力
学

の
基
本
法
則
を
学
習
し
て
い
き
ま
す
。

　

映
像
を
見
終
わ
る
と
、ス
ク
リ
ー
ン
に

映
し
出
さ
れ
た
ス
ラ
イ
ド
や
、前
回
の
授

業
で
学
生
が
書
い
た
レ
ポ
ー
ト
に
沿
っ

て
、寺
田
先
生
が
解
説
を
加
え
ま
す
。
一

見
、静
か
に
進
行
す
る
こ
の
授
業
、実
は

進
め
方
に
大
き
な
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

授
業
の
終
盤
、次
の
授
業
で
用
い
る
映
像

「
反
転
学
習
」で

能
動
性
を
磨
く

　

こ
の
授
業
の
際
立
っ
た
特
徴
は
、
オ

ン
ラ
イ
ン
で
行
う
事
前
・
事
後
学
習
で

す
。「
授
業
終
了
後
、
学
生
が
提
出
し

た
レ
ポ
ー
ト
か
ら
受
講
者
の
参
考
に
な

り
そ
う
な
も
の
を
私
が
数
人
分
選
び
、

本
学
のe-Learn

in
g

シ
ス
テ
ム
の

　私は小さいころから理科が大好き
なのですが、高校の物理の授業ではほ
とんど実験がなかったので、この授業
で視聴する実験映像に毎回刺激を受
けています。何より興味深いのが、他
の学生のレポート。日常生活の体験

に根 差したものが多く、「そんな視点
もあるのか」「こんな答えの導き方も
あるのか」と驚くうちに、科学全般に
対してはもちろん、日々の生活の中で
も着実に視 野が広がっていることを
実感しています。

異なる視点や考え方に触れることで
自分自身の視野の広がりを実感しています

M
o

o
d

le

に
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
し
ま
す
」

と
寺
田
先
生
。

　

学
生
た
ち
は
次
の
授
業
ま
で
に
そ
れ

を
見
て
知
識
を
共
有
し
、
授
業
中
に
視

聴
す
る
映
像
や
先
生
の
解
説
を
通
じ
て

理
解
を
深
め
ま
す
。
先
生
は
授
業
終
了

後
も
、
音
声
解
説
を
加
え
た
動
画
を
講

義
内
容
確
認
の
た
め
の
ク
イ
ズ
と
合
わ

せ
てM

o
o

d
le

に
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
。
学

生
の
事
後
学
習
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

ま
た
授
業
後
に
学
生
た
ち
がM

o
o

d
le

に
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
さ
れ
た
レ
ポ
ー
ト
や

ス
ラ
イ
ド
を
授
業
前
に
見
て
気
付
い
た

こ
と
を
自
由
に
書
き
込
む
〝
オ
ン
ラ
イ

ン
レ
ポ
ー
ト
〞
は
、
い
わ
ば
疑
似
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
の
位
置
付
け
で
す
。

　
「
こ
う
し
た
『
反
転
学
習
』
の
要
素
を

繰
り
返
し
体
験
す
る
こ
と
で
、能
動
的
に

学
ぶ
姿
勢
を
身
に
付
け
て
ほ
し
い
」
と
、

寺
田
先
生
は
学
生
へ
の
期
待
を
話
し
た

上
で
、次
の
よ
う
に
付
け
加
え
ま
す
。「
こ

れ
か
ら
の
時
代
、
人
工
知
能
な
ど
、
科
学

技
術
の
進
歩
が
社
会
や
仕
事
の
基
盤
を

大
き
く
変
え
て
い
き
ま
す
。
そ
こ
で
欠

か
せ
な
い
の
が
、
能
動
的
な
問
題
解
決

能
力
。
こ
の
科
目
の
狙
い
で
あ
る
『
他

者
と
の
知
識
の
共
有
と
自
発
的
な
学
び
』

が
、そ
の
能
力
を
育
て
る
一
助
と
な
る
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
」。

物
理
現
象
へ
の

興
味
を
引
き
出
す

A Lctive earning!
学びの   現場から

SWITCH ON!

earning!iearning!earning!nearning!earning!tearning!earning!eearning!earning!rearning!earning!aearning!earning!cearning!tive
先生先生
授業のデザイン
授業のデザイン

earning!
授業のデザイン

earning! 学問への探究心

学生学生earning!earning!
アクティブ・
ラーニング?

「反転学習」の期待効果
　Moodle 等で配信された教材は、自分のペースで何度でも学べま
す。ですから学生たちは個々の事情やスケジュールに合わせて学修可
能です。また、その内容は教室内で活用されることが前提になってい
るので学ぶ意欲も高まります。反転学習では、こうした「知識を学ぶ→
能動的に活用する」のサイクルを通じた知識の定着が期待できます。

What's

教育開発支援機構

須長 一幸  准教授

アクティブ・ラーニングの手法「反転学習」
　反転学習とは、動画などの教材によって知識のインプットに当た
る部分を自宅で行い、ディスカッションなどによって知識の定着に
当たる部分を教室で行う学習のことを言います。講義を受けて知
識のインプットを行い、課題などで知識の定着を図る通常の学習
とは、教室と自宅の役割がちょうど逆になっています。

学生が提出する手書きのレポートも授業の題材に学生が提出する手書きのレポートも授業の題材に

見
る
、聴
く
、書
く
、

知
識
を
共
有
し
て

疑
問
点
を
確
信
に
変
え
る
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A c a d e m i c s  学習・研究
先生の授業のデザインと学生たちの事前・事後学習を通した成長を熱くドキュメント。



入学 組成式をひもとき、現象や物質を理解していく
面白さに引かれ、化学科へ。

化学実験に夢中になり、卒業まで没頭。
「実験を通して論理的な考え方が身に付きました」。

就職活動開始。就職・進路支援センターを活用し、
「学内合同企業説明会」や「学内個別企業説明会」に積極的に参加。

「食へのこだわりに共感した」ピエトロを第一志望に。

4月28日、DNAの研究中に「内定」の知らせ。
先生や学友たちと喜び合う。

1年次

3年次

3年次

4年次

1年次 空手愛好会に所属。卒業までに初段を取得。
「礼儀、度胸、体力。社会で役立つ能力を磨きました」。

学科主催の「教員勉強会」に参加。
実践的な知識や情報を得る。

星乃先生、森先生の授業を受け感動。本格的に教員を志す。

エクステンションセンターの教員採用試験対策講座を受講。
「互いに切磋琢磨する仲間に出会えました」。

3度目の挑戦で合格。
「寝る間も惜しんで懸命に勉強しました」。

2年次

3年次

4年次

卒業

※1

※1：物質を構成する原子の種類と、その原子数の最も簡単な整数比を示した式

　福岡市に本社を置き、ドレッシングやパスタソース等

の製造・販売とレストランを展開するピエトロ。川副さん

は現在、パスタのファストフードショップ「MIOMIO」のメ

ニュー開発に携わっています。1つのメニューが日の目を

見るまでは試行錯誤の連続。ようやく試作品完成まで

こぎ着けても、社内プレゼン、そして社長プレゼンをクリ

アしなければなりません。それだけに販売に至った時は

喜びもひとしお。「お客さまが私の作ったメニューを選ん

でおいしそうに食べてくださる。それを見ていると胸が

いっぱいになります」。川副さんは、理学部化学科卒業。

パスタのメニュー開発とは分野が異なるような気がしま

すが、「学科での学びは、現在の仕事にとても役立ってい

ます」と、にこやかな笑顔が返ってきました。

　学生時代は実験に夢中だったと言う川副さん。例えば

髪の毛からDNAを調べるなどの実験を行った「機能生

物化学実験」。思い通りの結果が出ないことがあっても、

失敗の原因を考察することで違う発想が生まれ、新しい

可能性が広がることを知りました。「メニューの開発も、

試作－失敗－分析－考察－発想の転換―実証の繰り返

しです。大学で培った論理的な考え方や科学的探究心

は、今の仕事の大きな礎となっています」と川副さんは言

います。学びの傍らアルバイトにもいそしみ、中でもカ

フェでの接客業務を通して「人と接することが好きな自

分」に気付きました。やがて就職活動の時期、何に興味

があるかを自問自答し、たどり着いたのは「食」に携わる

仕事。それからは就職・進路支援センターに足しげく通っ

て食品関連業界の情報や知識を得ながら、「学内合同企

業説明会」や「学内個別企業説明会」に参加。「食育への

取り組みなど、食へのこだわりに共感した」ピエトロを第

一志望に。不思議とピエトロの面接は、緊張せず全てを

出し切ることができたそう。入社4年目の目標は「記憶

と記録に残る商品」の開発。「お客さまを笑顔にする、心

に残る商品作りをしたい」と話す川副さんです。

株式会社ピエトロ  R&D室（商品開発）  　　川副 美鈴 さん　　理学部化学科 2013年卒業　就職・進路支援センター
からのお知らせ

● 就活アドバイス

佐賀市立城南中学校  　　山口 真美 さん　　人文学部歴史学科 2012年卒業

入学 組成式をひもとき、現象や物質を理解していく
面白さに引かれ、化学科へ。

化学実験に夢中になり、卒業まで没頭。
「実験を通して論理的な考え方が身に付きました」。

就職活動開始。就職・進路支援センターを活用し、
「学内合同企業説明会」や「学内個別企業説明会」に積極的に参加。

「食へのこだわりに共感した」ピエトロを第一志望に。

4月28日、DNAの研究中に「内定」の知らせ。
先生や学友たちと喜び合う。

1年次

3年次

3年次

4年次

1年次 空手愛好会に所属。卒業までに初段を取得。
「礼儀、度胸、体力。社会で役立つ能力を磨きました」。

学科主催の「教員勉強会」に参加。
実践的な知識や情報を得る。

星乃先生、森先生の授業を受け感動。本格的に教員を志す。

エクステンションセンターの教員採用試験対策講座を受講。
「互いに切磋琢磨する仲間に出会えました」。

3度目の挑戦で合格。
「寝る間も惜しんで懸命に勉強しました」。

2年次

3年次

4年次

卒業

※1

※1：物質を構成する原子の種類と、その原子数の最も簡単な整数比を示した式 就活メモリー

　就職活動中に、先輩から「就職活動はお

見合いと同じ。うまくいかなくても、縁が

なかっただけのこと。だから自分に能力や

魅力がないなどと、落ち込む必要はない」

と言われました。自分と相性の合う会社

は、積極性さえ失わなければきっと見つか

ります。いつも前向きでいてください。

大学時代に受けた授業が、教壇に立つ自分の「理想の授業」

新しいメニューの誕生までは
試行錯誤の繰り返し

　佐賀市の城南中学校で社会科を教えている山口さ

ん。週 20回の授業の他、3年生のクラス担任、吹奏楽部

の副顧問も務めています。忙しい毎日ですが、授業で使

用する教材作りに余念はありません。生徒たちに社会

科という教科を心から楽しいと感じてほしい。そのた

めには、どう伝えればいいか毎回知恵を絞っています。

現在は、電子黒板を使いパワーポイントで作成したオリ

ジナルテキストで授業を行い、可能性を見いだしていま

す。「例えば、八幡製鉄所の成り立ちを説明するときに

は、鉄の作り方、石炭燃料や高炉の重要性、時代背景な

どを、文字だけでなく写真やグラフなどを用い、多角的

な視点から理解できるようにテキストを作成していま

す」。理想は「面白くて吸い込まれるような授業」。山口

さんは、そんな授業を大学時代に体験しました。

　小学生の頃から歴史が好きだった山口さん。大学進

学に際し「歴史を広く深く学びたい」という思いから人

文学部歴史学科へ。3年次に人生の転機となる授業に

出合います。星乃治彦先生の「国際関係史」と森丈夫

先生の「西洋史特講」です。「両授業とも“いかに面白く

分かりやすく伝えるか”を考え抜かれた授業でした」と、

振り返る山口さん。「星乃先生は、ドキュメンタリー映像

などを巧みに使って印象的に。森先生は、時に冗談を挟

んだ抜群の話術で学生の気をそらさずに」。この体験

をきっかけに社会科の教員を志した山口さん。大学の

教職課程を履修する傍ら、4 年次からはエクステンショ

ンセンターの教員採用試験対策講座を受講しました。

在学中の合格には至りませんでしたが、卒業後、常勤講

師を務めながら、3度目の挑戦で合格。2年目を迎えた

今、教育への情熱はますます強くなっていると山口さん

は言います。「もっと表現力を磨き、効果的な教材を作

りたい。そして、生徒たちに、歴史、地理、公民は生活に

身近なものと関心を高めてもらい、社会の課題と向き

合う基盤を作ってもらいたいのです」。

生徒たちに社会科という教科を
楽しいと感じてほしい

学科で体験した「吸い込まれるような授業」を
自分もやってみたい

実験を通して培った力が、メニューの開発に役立っている

論理的な考え方や科学的探究心を
これからも仕事に生かしていく

就職・進路支援センター
事務室
本多 由希子 さん

　夏季休業中は就職活動の準備ができ

るチャンスです。特に3年次生は就職活

動前の貴重な長期休暇となるため、イン

ターンシップに参加するなど、就職観の

醸成や業界・企業研究を行いましょう。

インターンシップの情報は就職・進路支

援センターからはもちろん、就職情報サ

イトからも得ることができるのでチェッ

クしてみてください。

　この時期からは SPI試験（適性検査）

の対策にぜひ取り組んでください。高

校レベルの知識が要求され、繰り返し問

題を解けば必ず点が取れる部分ですの

で、参考書などの問題を繰り返し解き、

着実に力を付けておきましょう。福岡大

学オリジナルの履歴書には「研究課題・

科目」「学生時代に力を注いだこと」「私

の特徴」などを書く欄があります。今の

時期にじっくり時間をかけて土台を作っ

ていれば、今後改良を加える場合も、余

裕を持って取り組むことができます。

　学生時代に多様な経験を重ねること

も大切です。海外に行く、ボランティア

活動を行うなど、自分自身を成長させる

ことにも時間とエネ

ルギーを使って、有

意義な時間を過ごし

てください。

就活
サクセス
チャート

【就職・進路支援センター公式ウェブサイト】
http://www.career.fukuoka-u.ac.jp

FUポータルやFacebook, Twitterでも
就職や進路に役立つ情報を
随時発信中です。
ぜひチェックしてみてください。
上記ウェブサイトよりリンクしています。

● 就活アドバイス
　教員採用試験合格までの道のりは長

く、平たんなものではありません。合格

への挑戦を支えたのは「決して諦めない」

という気持ち。その力の源となるのは「友

人」の存在でした。めげそうになった時は

仲間と話して新たな刺激を受けて、エネ

ルギーを充電しましょう。

3年次の夏季休業中が肝心。
就職活動の準備を怠りなく。

2017年3月卒業・修了予定者対象

学内合同企業説明会

7/2（土）、 8/1（月）

積極的に参加しよう
就活
サクセス
チャート
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F u t u r e  就職・進路

さまざまな職場で働く若き先輩たちの貴重な言葉が、就職活動を後押ししてくれます。



　
博
多
駅
エ
リ
ア
の
新
し
い
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
で
あ
る

「
K
I
T
T
E
博
多
」の
8
階
に
開
院
し
た
「
福
岡
大
学
博

多
駅
ク
リ
ニ
ッ
ク
」。
最
大
の
特
長
は
、九
州
に
お
け
る
交

通
ア
ク
セ
ス
の
拠
点
で
あ
る
博
多
駅
前
で
、福
岡
大
学
病

院
・
福
岡
大
学
筑
紫
病
院
と
連
携
し
た
高
度
な
医
療
が
受

け
ら
れ
る
こ
と
。
診
療
科
目
は
、内
科
や
循
環
器
内
科
、脳

神
経
外
科
、美
容
外
科
、形
成
外
科
、精
神
科
、整
形
外
科
、

消
化
器
内
科
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
、常
勤
医
師
3
人
と
大

学
病
院
の
教
授
陣
を
は
じ
め
と
す
る
経
験
豊
富
な
約
40
人

の
医
師
に
よ
る
専
門
的
な
外
来
診
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

博
多
駅
周
辺
で
勤
務
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
は
も
と
よ

り
、県
外
の
方
ま
で
、多
く
の
方
々
に
大
学
病
院
と
同
様
の

質
の
高
い
医
療
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
循
環
器
内
科
医
で

診
療
所
長
の
仁
位
隆
信
先
生
は
「
病
気
を
抱
え
る
方
は
も

ち
ろ
ん
、予
防
医
学
の
提
供
に
よ
り
、健
康
な
人
も
利
用
で

き
る
多
機
能
な
施
設
づ
く
り
に
努
め
ま
す
」と
話
し
ま
す
。

　
本
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
特
に
注
目
を
集
め
て
い
る
の
が
女

性
の
た
め
の
専
門
医
療
の
提
供
。
対
応
す
る
の
は
医
師
も

看
護
師
も
検
査
を
行
う
技
師
も
、全
て
女
性
ス
タ
ッ
フ
。

女
性
ユ
ニ
ッ
ト
の
待
合
室
や
診
療
室
は
、一
般
の
診
療
ユ

ニ
ッ
ト
と
別
ユ
ニ
ッ
ト
と
な
っ
て
お
り
、プ
ラ
イ
バ
シ
ー

も
十
分
に
配
慮
さ
れ
て
い
ま
す
。「
シ
ミ
、シ
ワ
、ほ
く
ろ
、

た
る
み
は
気
に
な
る
け
ど
美
容
外
科
に
行
く
の
は
勇
気
が

…
。
そ
ん
な
方
で
も
安
心
し
て
来
て
い
た
だ
け
ま
す
。
当

然
、大
学
病
院
な
ら
で
は
の
信
頼
性
の
高
い
美
容
医
療
を

提
供
し
て
い
ま
す
」と
話
す
の
は
、形
成
外
科
・
美
容
外
科

医
の
衞
藤
明
子
先
生
。
続
け
て
、美
容
医
療
以
外
で
も
「
乳

腺
外
科
や
産
婦
人
科
、肛
門
科
、そ
し
て
ス
ト
レ
ス
に
悩
む

女
性
に
は
心
の
外
来
な
ど
の
診
療
も
行
っ
て
お
り
、女
性

の
患
者
さ
ん
に
抵
抗
な
く
受
診
し
て
い
た
だ
け
ま
す
」と

説
明
を
付
け
加
え
ま
す
。

　
ま
た
、福
岡
大
学
病
院
で
運
用
さ
れ
て
い
る
ロ
ボ
ッ
ト

ス
ー
ツ
H
A
L
®
を
使
用
し
た
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を

実
施
し
て
い
る
こ
と
も
特
長
の
一
つ
で
す
。
担
当
す
る
脳

神
経
外
科
医
の
千
住
緒
美
先
生
は
、「
ロ
ボ
ッ
ト
ス
ー
ツ
を

装
着
し
て
『
動
か
そ
う
』と
し
た
と
き
、皮
膚
の
表
面
か
ら

出
る
電
気
信
号
を
セ
ン
サ
ー
が
読
み
取
り
、手
足
の
動
き

や
歩
行
を
適
切
に
ア
シ
ス
ト
。
脳
血
管
疾
患
の
後
遺
症
、

脊
髄
障
害
、神
経
難
病
な
ど
を
対
象
に
『
自
分
の
力
で
立

ち
た
い
！
歩
き
た
い
！
』そ
ん
な
患
者
さ
ん
を
サ
ポ
ー
ト

し
、よ
り
効
果
的
な
リ
ハ
ビ
リ
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
こ

う
し
た
最
先
端
の
リ
ハ
ビ
リ
を
入
院
せ
ず
に
受
け
ら
れ
る

施
設
は
数
が
少
な
く
、実
際
に
県
外
か
ら
通
院
さ
れ
る
患

者
さ
ん
も
い
る
の
で
、社
会
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
る
と

い
う
手
応
え
が
あ
り
ま
す
」と
話
し
ま
す
。

　
今
後
は
本
学
の
ス
ポ
ー
ツ
科
学
部
の
知
見
を
生
か
し
た
、

生
活
習
慣
病
の
予
防
や
健
康
づ
く
り
を
目
的
と
し
た
運
動

療
法
の
提
供
、外
国
人
を
対
象
と
し
た
国
際
医
療
に
も
力
を

入
れ
て
い
く
と
の
こ
と
。
さ
ら
に
地
域
の
医
療
機
関
か
ら
、

ク
リ
ニ
ッ
ク
の
C
T
や
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
装
置
に
よ
る

検
査
を
、ウ
ェ
ブ
で
予
約
で
き
る
シ
ス
テ
ム
や
、撮
影
し
た

検
査
画
像
や
大
学
病
院
の
専
門
医
が
作
成
し
た
レ
ポ
ー
ト

を
参
照
で
き
る
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
進
め
て
い
ま
す
。
最

後
に
、仁
位
先
生
に
展
望
を
尋
ね
る
と
「
人
々
の
健
康
と
医

療
の
発
展
に
貢
献
す
る
べ
く
、こ
れ
ま
で
の
枠
に
と
ら
わ
れ

な
い
新
し
い
ス
タ
イ
ル
の
医
療
拠
点
を
目
指
し
て
い
き
ま

す
」と
い
う
力
強
い
答
え
が
返
っ
て
き
ま
し
た
。

全国屈指の交通拠点、博多駅エリアで
大学病院の先進医療や女性医療を展開

柔らかな色合いのインテリアとプライバシーに配慮し
た女性専用診察室や待合室

交通拠点である博多駅に直結した「KITTE博多」の8階
に開院。好アクセスの立地特性を生かして、多くの人々に
大学病院の高度な医療を提供

患者の意思に従って動作支援を行う最新のロボット
スーツ HAL®を使い、先進的なリハビリ療法を提供

大
学
病
院
の
教
授
陣
を
は
じ
め

専
門
医
に
よ
る
高
度
な
医
療
を
提
供

女
性
に
優
し
い
医
療
や

最
先
端
の
リ
ハ
ビ
リ
療
法
を
展
開

乳がん検診、女性ならではの悩みや
病気についても安心して受診を

　女性の身体は、女性ホルモンの働き

が繊細なため、思春期、妊娠・出産、更

年期など、年齢や生活の変化によりさ

まざまな症状が現れます。そこで本ク

リニックでは、大学病院の女性医師に

よる女性医療を提供しています。診療

科目は、美容外科、美容皮膚科、形成

外科、皮膚科、乳腺外科、産婦人科、消

化器外科、泌尿器科、精神神経科など。

「現在、日本人女性の12人に1人が乳が

んになるといわれていますが、乳がんの検診を受けたくても男

性医師では恥ずかしく、病院に行きづらいという患者さんは少

なくありません」と、衞藤先生。「ここではマンモグラフィーや

婦人科の検査等も女性が担当するので安心です。その他、美容

医療や婦人科疾患、心の病など、女性ならではの悩みや病気に

関しても、まずは気軽にご相談ください」と優しく呼び掛けます。

高画質で低被ばくの撮影
が行え、人間工学に基づ
き快適で機能的なデザイ
ンのマンモグラフィー装置

広い開口部が圧迫感を軽減し、被ばく量を抑えながら
高画質を実現する80列マルチスライス X線 CT装置

　2016年4月21日に開院。高度で最先端の医療を提
供している福岡大学病院・福岡大学筑紫病院と連携を
図り、患者さん一人一人を大切にする「あたたかい医療」
を展開。女性ユニットでは、美容外科、美容皮膚科、乳
腺外科、産婦人科、泌尿器科、肛門科、精神神経科など
の診療や乳がんおよび婦人科検診、一般診療ユニット
では、一般診療はもちろんフットケア外来や、もの忘れ
外来、海外渡航者向けトラベル（ワクチン）外来、ロボッ

トスーツ HAL®を用いたリハ
ビリ療法などを行います。
　一般市民向けの健康セミナーなども定期的に開催予
定。約4年後の2020年には地下鉄七隈線が博多駅ま
で延伸し、利便性がますます向上。より多くの人々が
利用できる医療拠点として期待が高まっています。

脳神経外科　千住 緒美 先生 形成外科・美容外科　衞藤 明子 先生 診療所長 循環器内科　仁位 隆信 先生

福岡大学博多駅クリニック
福岡市博多区博多駅中央街9-1 KITTE博多8階
TEL：092-435-1011　https://www.fumc.fukuoka-u.ac.jp

※初診時の選定療養費（5,000円以上）は必要ありません
※初めての方でも診療情報提供書（紹介状）なしで受診できます
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M e d i c a l  医 療人の生命に寄り添い、病気の治療と予防に立ち向かう福大医療と医療人のレポート。



※これらの奨学金は応募条件等がそれぞれ異なります。事前に内容の確認をしてください。

フランス語学科

ドイツ語学科

奨学制度の種別

支給形態

趣旨および資格

給付・貸与内容

返還義務の有無

地方自治体や民間育英団体による
奨学制度です。
詳しくは学生課にお問い合わせく
ださい。

各種育英会・奨学団体
奨学金（給費・貸与）

給付・貸与あり

42人2015年度 採用実績

出願時期

福岡大学以外の奨学制度

自宅通学者は月額3万円または5万
4千円。自宅外通学者は月額3万円、
5万4千円、または6万4千円。
貸与開始：4月
貸与期間：標準就業年限を限度
（薬学部および医学部医学科は6
年、その他の学部・学科は4年）

特に優れた学生で経済的理由によ
り著しく修学に困難がある者。別に
定める貸与基準（学力・家計・人物・
健康）を満たすことが必要。

日本学生支援機構
「第一種奨学金（無利息）」

貸与（無利子）

238人

4月中旬

あり

月額3万円、5万円、8万円、10万円、
12万円から選択。月額12万円を選
択した場合に限り、医学部医学科
生は4万円、薬学部生は2万円の増
額を希望することができます。
貸与開始：本人の希望月
貸与期間：第一種奨学金に準じる。

優れた学生で経済的理由により著
しく修学に困難がある者。別に定め
る貸与基準（第一種奨学金より緩
やか）を満たすことが必要。

日本学生支援機構
「第二種奨学金（利息付）」

貸与（有利子）

355人

4月中旬

あり

貸与額は第一種奨学金と同じ。
貸与開始：12カ月以内で家計急変
の生じた月まで遡及可能。
貸与期間：卒業予定期（毎年継続要）

家計支持者の失職、死亡その他の
理由によって家計が急変し修学が
困難になった場合の緊急の貸与制
度です。

日本学生支援機構奨学金
（緊急）
貸与（無利子）

8人

随時出願可能

あり

貸与額は第二種奨学金と同じ。
貸与開始：12カ月以内で家計急変
の生じた月まで遡及可能。
貸与期間：第一種奨学金に準じる。

家計支持者の失職、死亡その他の
理由によって家計が急変し修学が
困難になった場合の緊急の貸与制
度です。

日本学生支援機構奨学金
（応急）
貸与（有利子）

6人

随時出願可能 -

-

あり -

福岡大学独自の奨学制度

給付・貸与内容
60万円以内
単年度採用

64万円
単年度採用

年間64万円を限度
単年度採用

文系30万円、
理系50万円、

ただし商二部は15万円
単年度採用

趣旨および資格

課外教育活動にお
いて、極めて特異な
能力を有し、かつ、
優れた業績を示し
た者を育成する制
度です。

人物・学業成績ともに
優秀でありながら、経
済的な理由で学業継
続に支障を来す恐れ
のある学生を援助し、
優れた人材育成を目
的とする制度です。

人物・学業成績ともに
優秀でありながら、経
済的な理由で学業継
続に支障を来す恐れ
のある学生を援助し、
優れた人材育成を目
的とする制度です。

学部卒業見込みの
原級歴のない最終
学年次生であり、卒
業単位まで20単位
未満の学生に貸与
する制度です。

家計支持者の失職、
死亡その他の理由に
より家計が急変し、
修学が困難になった
場合の緊急の貸与
制度です。

本学が提携する金
融機関の教育ロー
ンを借りている者に、
在籍期間中の利子
相当額の全部また
は一部を給付する
制度です。

支給形態 給付 貸与（無利子） 貸与（無利子）給付 給付

出願時期 随時出願可能12月 4月中旬4月中旬 12月下旬

返還義務の有無 卒業後10年以内で返還なし 卒業後10年以内で返還なし なし

●医学部医学科を除く
学部・学科5万円以内

●医学部医学科
10万円以内

2015年度
採用実績 12人 1人206人

期間：1年間
50万円

4月中旬

卒業後10年以内で返還

12人202人 35人

奨学制度の種別 福岡大学給費奨学金
（二号）

福岡大学奨学金
（貸与）

貸与（無利子）

福岡大学有信会
奨学金（貸与）

福岡大学給費奨学金
（一号）

福岡大学奨学金
（緊急貸与）

福岡大学利子補給
奨学金

修学の意欲および
能力があるにもかか
わらず、経済的に就
学困難な学生を援
助する制度です。

給付

11月上旬～中旬
対象年次 学部 全学年学部 全学年 学部 全学年学部 2年次以上 学部 全学年 学部 最終学年次学部 全学年

なし

30万円
単年度採用

10人

福岡大学学生サポート
募金給費奨学金

特待生制度、給費奨学金、貸与奨学金の採用者は合わせて約970人で全国でも有数の規模となっています。

【対象年次】学部2年次以上
　前年度の学業成績ならびに品行の特に優秀な学生を
「特待生」として表彰する制度です。全学部学科の2年次
以上の学生から約200人が選ばれ、奨学金として30万円
（ただし、商学部第二部は15万円）が授与されます。

■ 福岡大学特待生制度
【対象年次】学部1年次 ※事前申請が必要
　一般入試出願予定者を対象（家計基準あり）に、入学後の奨学金給付（返済不要）を出願前に確約する
制度です。11月から12月中旬に申請を受け付け、審査の上、12月下旬に採用候補者を発表。その後、一般
入試に合格し、入学後に所定の手続きをすることで正式に採用されます。また、第3子以降を対象とする
「第3子以降特別給付奨学金」も設けており、2016年度の採用実績は合計で291人でした。

■ 入学前予約型給付奨学金「七隈の杜」
なな 　くま もり

学生生活を支援する

奨学・特待生制度
学
ぶ
意
欲
を
経
済
面
か
ら
応
援

福
岡
大
学
独
自
の
支
援
制
度

　

福
岡
大
学
で
は
、家
計
の
事
情
に
よ
っ
て

学
生
生
活
に
支
障
を
来
す
恐
れ
の
あ
る
学
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を
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象
に
、本
学
独
自
の
奨
学
制
度
を
設
け

て
い
ま
す
。学
び
に
対
す
る
前
向
き
な
意
志

と
優
れ
た
能
力
を
持
つ
人
材
が
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理
由
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の
は
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い
こ
と

で
あ
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、本
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に
と
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も
大
き
な
損
失
で

あ
る
と
考
え
る
か
ら
で
す
。

　

本
学
で
は
返
還
義
務
の
な
い「
福
岡
大
学

給
費
奨
学
金
」と
、返
還
義
務
は
あ
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ま
す

が
無
利
子
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福
岡
大
学
奨
学
金
」「
福
岡
大
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有
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」等
を
設
け
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い
ま
す
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こ
の
他
、特
に
優
秀
な
学
生
を
表
彰
す
る

「
福
岡
大
学
特
待
生
」、さ
ら
に
は
保
護
者
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職
・
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亡
な
ど
に
よ
り
家
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窮
迫
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修

学
が
困
難
に
な
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与
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制
度
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設
け
て
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も
本
学
は
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生
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経
済
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と
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捨
て
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よ
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ま
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本
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金
や

地
方
自
治
体
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間
育
英
団
体
が
実
施
し
て

い
る
奨
学
制
度
も
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り
ま
す
。少
し
で
も
悩
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あ
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ら
、ま
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学
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相
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に
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こ
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奨
学
・
特
待
生
制
度
の
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恵
を
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け
た
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も
ち
ろ
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皆
さ
ん
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に
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で
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平成28年度 福岡大学特待生

商学部第二部
商学科

貿易学科

医学部
医学科 スポーツ科学科

スポーツ科学部

健康運動科学科

看護学科

化学システム工学科

電子情報工学科

電気工学科

地球圏科学科

化学科

物理科学科

産業経済学科

経営法学科

東アジア地域言語学科 薬学科
薬学部

人文学部
文化学科

法学部
法律学科

歴史学科

植田　舞香

北田　純

高橋　佳純

岡松　聡子

坂木　美由希

柳原　真帆

鹿毛　祐奈

北條　有希子

吉川　ななほ

岡崎　友香

白谷　美紗樹

藤田　ひまわり

青木　春花

古賀　琴美

葉山　紗江

浦部　千陽

中原　広陽

吉村　優利奈

小田　凪

高田　有莉咲

松浦　菜月

矢津田　有紀

河原　愛

花田　優香

山谷　唯

岩下　江里

上野　里奈

小野　貴裕

桑野　瞳

桑原　啓司

小松　信之祐

齊藤　佑亮

指山　隼冶

塩屋　守

経済学部
経済学科

商学部
商学科

工学部
機械工学科

武内　玲於

豊福　舞

中島　鴻人

西島　佳佑

牟田部　彩香

森本　遥己

山下　菜摘

山田　雅範

リ　ジャリ

渡邉　健人

井手　誠

江崎　和彦

小田　義人

柿本　凱大

塩先　紗弓

中村　莉那

東　真照

松村　元樹

宮原　聖華

赤嶺　将太

池田　彩乃

江島　隆誠

尾上　茉奈美

黒岩　愛佳

合原　優希

後藤　優冶

佐藤　知世

山藤　萌

島田　林太朗

多賀　夕季美

長田　耕

永松　大輝

濱野　友也

平石　尚也

深見　凜

宮崎　大誠

山口　泰史

吉田　拓斗

義永　知佳子

大室　純香

川崎　佳祐

合谷　翔太

古城　倫輝

小槻　賢太

長岡　美樹

本多　愛美

美戸　彩

山之口　ひかる

井手　ゆい

梅　実都

大川内　侑利

大中　穂菜美

薄　紗和子

豊岡　春樹

渕上　昌彦

古園　涼

古谷　優佳

山下　萌

山田　千夏

秋吉　拓摩

井上　剛士

岩上　耕太朗

奥村　佳那子

古賀　千咲

清水　かおり

瀬戸　ひかり

野田　弥沙

宮崎　優子

柳　美咲

矢野　晴菜

浅山　晃佑

小川　愛佳

福永　光太郎

藤原　万冬

松本　芹香

峰松　成佳

宮地　桂吾

吉永　由美

川津　茜

児嶋　由衣

田代　説

冨野　康介

橋口　研蔵

藤戸　陽子

松尾　恵

熊井　彩花

中島　康貴

福岡　志保

石橋　和也

岐部　秀和

中村　拓未

田中　里奈

二宮　秀美

行武　美華

加藤　咲

四海　葵

中川　明香里

一木　馨伍

歌津　雄太

久保田　将矢

次木　匠

藤原　眞一郎

青柳　大地

加来　司

田中　裕登

水崎　雅之

龍　輝優

坂本　俊悟

田代　智也

根葉　柚生

武藤　彰吾

村田　花恵

小山　稿

鹿嶋　綾香

田中　亜依

徳永　真一

安永　真唯

石田　詩乃

神原　杏奈

熊野　仁美

齋藤　勝弘

増田　優

井上　和音

城戸　香帆子

馬見塚　修司

松尾　航大

吉村　威吹

佐々木　颯太

徳重　真純

西野　正嗣

西山　麻里

平井　千晴

本田　はるか

丸岡　亜美

石塚　万莉子

奥村　万菜

戸田　ゆうき

鳥越　敬子

吉村　彩保

池沢　若菜

岩永　宗範

音丸　智美

加賀　永実子

川邉　隼輔

河村　拓哉

久保田　桃子

柴田　佳奈

白石　ちひろ

田中　千絵

長瀬　青葉

西村　麻衣子

牧野　瞳

丸岡　佳奈

村石　悠介

矢野　成美

山野　聡

安部　功陽

鍛治田　隼

下原　凌太

曽根田　英里

田中　勇

谷崎　眞一

福江　亮太

松本　真和

安倍　秀隆

安藤　万莉

池　彰太

田中　璃己

津村　南美

計 203人※学部・学科ごとに氏名五十音順に掲載

日本語日本文学科

教育・臨床心理学科

英語学科

経営学科

理学部
応用数学科

建築学科

社会デザイン工学科

6月11日（土）、特待生に選ばれた203人に対して、
全体表彰式、学部別表彰式を行いました。

特待生表彰式



1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
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平成28年度予算の重点施策

（1）教育体制の整備・充実
（2）研究・情報体制の整備・充実
（3）医療・健康体制の整備・充実
（4）社会貢献の整備・充実
（5）経営基盤の強化

■ 経常支出

人件費 
53.7%

教育研究
経費 
41.5%

管理経費 
4.1%

借入金等利息
0.2%
予備費 0.7%

・平成27年度から学校法人会計基準が改正され、資金収支計算書では勘定科目等の見直しが行われています。また、従
来の消費収支計算書は名称が事業活動収支計算書となり、内容が大幅に変更されています。消費収支計算書では、収
入・支出とも総額で把握していましたが、近年の臨時的・事業外の収支の増加を踏まえ、区分経理を導入し収支を経常
的なものと臨時的なものに、さらに経常的な収支を教育活動と教育活動外に分けて把握することができるようになり
ました。また、近年の私学を取り巻く経営環境の変化に対応するため、毎期の収支バランスを見るのに適した基本金組
入れ前の収支差額も、表示されるようになりました。
・学校法人は営利の追求を目的とする一般企業とは異なり、教育研究活動を目的とする公共性の高い法人です。

学校法人会計の豆知識

事業活動収支予算の概要

経常収入に対する比率

科　　目 28年度予算額 27年度予算額
収　入　の　部

差　　異 翌年度に入学予定の学
生生徒等から受け入れ
る授業料や入学金など
です。

26,940,254
1,351,982
905,186
5,024,872
1,041,550
37,507,334
799,959
1,463,716
5,384,449
26,986,886
 12,766,735
94,639,453
15,263,675
109,903,128

26,620,158
1,393,797
849,369
5,801,569
999,135

36,251,206
563,285
1,705,157
5,164,930
26,015,741
 12,919,594
92,444,753
15,489,603
107,934,356

320,096
41,815
 55,817
776,697
42,415

 1,256,128
236,674
241,441
 219,519
971,145
 152,859
2,194,700
 225,928
1,968,772

支　出　の　部

学長裁量経費、文部科学省
施策対応および予算編成時
において予期しない支出に対
応するためのものです。

より良い教育研究サービス
を提供するために資産を積み
立てるための支出などです。

土地、建物、構築物などを取
得するための支出です。

教職員に支払われる給与な
どのことです。

・長期、短期の貸付金の回収額
・税金等の預り金受入額
・特定の目的のために積み立て
た資産を取崩した場合の収入額

支出として計上したが未
払となっているものや、
前払金支払支出として
前年度までに支払ってい
る経費を差し引くことに
より、資金の支出額を調
整するためのものです。

39,997,164
24,850,981
2,682,361
161,765
568,150
4,916,144
2,328,830
4,318,598
17,974,072
500,000

 6,860,054
91,438,011
18,465,117
109,903,128

39,366,644
24,736,547
2,635,381
176,201
568,230
2,229,000
5,152,270
5,147,111
17,576,343
340,000

 5,171,833
92,755,894
15,178,462
107,934,356

630,520
114,434
 46,980
 14,436

80
2,687,144
2,823,440
 828,513
397,729
 160,000
1,688,221
1,317,883
 3,286,655
1,968,772

（単位：千円）

学生生徒等納付金収入
手 数 料 収 入
寄 付 金 収 入
補 助 金 収 入
付随事業・収益事業収入
医 療 収 入
受取利息・配当金収入
雑 収 入
前 受 金 収 入
そ の 他 の 収 入
資金収 入調整 勘定
収 入 計
前年度繰越支払資金
収 入 の 部 合 計
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人 件 費 支 出
教育研究経費支出
管 理 経 費 支 出
借入金等利息支出
借入金等返済支出
施 設 関 係 支 出
設 備 関 係 支 出
資 産 運 用 支 出
そ の 他 の 支 出
予 備 費
資金支出調整勘定
支 出 計
翌年度繰越支払資金
支 出 の 部 合 計

科　　目 28年度予算額 27年度予算額 差　　異

△
△

△
△

△
△

△

△

△

△

△
△
△

△

△ △

△ △

（単位：千円）

（単位：千円）

平成28年度予算の特徴

（1）教育関係：①入学前予約型給付奨学金「七隈の杜」　②グローバル人材育成推進事業費　③マルチメディア設備更新（教務部）　④福大生ステップアッププログラム経費
（2）研究関係：①基盤研究機関研究所（福岡・東アジア・地域共生研究所他7研究所）　②産学官連携研究機関研究所（資源循環・環境制御システム研究所他11研究所）
（3）メディカル部門：①博多駅クリニック開設　②デジタル乳房Ⅹ線装置（福岡大学病院）
（4）施設関係：①体育館施設（仮称）新築工事［平成26～平成28年度継続事業］　②工学部棟（仮称）新築工事［平成27～平成29年度継続事業］　③10号館耐震改修工事
（5）学長裁量経費  

・従来の帰属収支差額に相当するNo.33基本金
組入前当年度収支差額（No.38事業活動収入－
No.39事業活動支出）は、1億100万円の収入超
過を見込んでおり、従来の帰属収支差額比率に
相当する事業活動収支差額比率（No.33基本金
組入前当年度収支差額÷No.38事業活動収入）
は、0.1％となっています。
・人件費比率（No.9人件費÷経常収入［No.8教育
活動収入＋No.19教育活動外収入］）は、53.7％
となり、前年度予算より0.1ポイント低くなってい
ます。

※平成27年度より学校法人会計基準の改正に伴い、
　消費収支予算から事業活動収支予算に変更となっています。

学生生徒等の教育・研
究・医療のために支出
する経費です。

総務、人事、財務、経理
等の業務に要する経費、
教職員の福利厚生のた
めの経費などです。

教育研究用の機器備品、
管理用の機器備品、図
書などを取得するための
支出です。

■ 平成28年度事業活動収支予算（予算規模750億円）

■ 平成28年度資金収支予算（予算規模1,099億円）

科　　目 28年度予算額 27年度予算額 差　　異

収　

入

支　

出

収　

入

支　

出

教
育
活
動
収
支

教
育
活
動
外
収
支

収　

入

支　

出

特
別
収
支

学 生 生 徒 等 納 付 金
手 　 数 　 料
寄 　 付 　 金
経 常 費 等 補 助 金
付 随 事 業 収 入
医 療 収 入
雑 　 収 　 入
教 育 活 動 収 入 計
人 件 費

教 育 研 究 経 費

管 理 経 費

教 育 活 動 支 出 計
教育活動収支差額（8-15）
受 取 利 息 ･ 配 当 金
その他の教育活動外収入
教 育 活 動 外 収 入 計
借 入 金 等 利 息
その他の教育活動外支出
教 育 活 動 外 支 出 計
教育活動外収支差額（19-22）
経常収支差額（16+23）
資 産 売 却 差 額
そ の 他 の 特 別 収 入
特 別 収 入 計
資 産 処 分 差 額
そ の 他 の 特 別 支 出
特 別 支 出 計
特別収支差額（27-30）

予 備 費
基本金組入前当年度収支差額（24+31-32）
基 本 金 組 入 額 合 計
当年度収支差額（3 3 + 3 4）
前 年 度 繰 越 収 支 差 額
翌年度繰越収支差額（35+36）
事業活動収入計（8+19+27）
事業活動支出計（15+22+30+32）

26,940,254
1,351,982
785,186
4,858,022
1,041,550
37,507,334
1,463,716
73,948,044
40,167,685

31,019,457

3,088,120

39,635,685

30,919,276

3,020,371

532,000

100,181

 67,749

799,959
0

799,959
161,765

0
161,765
638,194
 310,976

563,285
0

563,285
176,201

0
176,201
387,084
11,158

236,674
0

236,674
 14,436

0
 14,436
251,110
 322,134

(△353,470)
 

(△14,254)

（20,769)

26,620,158
1,393,797
849,369
5,358,268
999,135

36,251,206
1,705,157
73,177,090

320,096
41,815
64,183
500,246
42,415

1,256,128
241,441
770,954

74,275,262
327,218

699,930
71,024

73,575,332
398,242

0
286,850
286,850

0
443,301
443,301

0
156,451
156,451

286,850
497,311
100,515

 3,537,858
 3,437,343
 18,310,091
 21,747,434
75,034,853
74,934,338

0
0
0

0
0
0

(2,358,346)

(6,168,475)

(405,759)

(2,711,816)

(6,182,729)

(384,990)

(うち退職給与引当金繰入額)

(うち減価償却額)

(うち減価償却額)

0
0
0

443,301
337,311
94,832

 6,806,037
 6,711,205
 17,362,232
 24,073,437
74,183,676
74,088,844

156,451
 160,000
 5,683

 3,268,179
 3,273,862
 947,859
 2,326,003
851,177
845,494

経常的な収支のうち、財
務活動の収支を見るこ
とができ、28年度は6億
3,800万円の収入超過
となる見込み。27年度
より受取利息・配当金
が2億3,700万円増加。

毎年度の収支バランス
を見ることができ、従
来の帰属収支差額であ
る。28年度は1億100
万円の収入超過となる
見込み。

基本金組入前当年度収
支差額から基本金組入
額を控除したもの。28年
度は34億3,700万円の
支出超過となる見込み。

■ 経常収入

付随事業
収入1.4%

雑収入
2.0%

受取利息・配当金1.1%

経常費等
補助金
6.5%

寄付金
1.0%

手数料
1.8%

学生生徒等
納付金36.0%医療収入

50.2%

収入として計上したが未
収となっているものや、
前受金収入として前年
度までに既に受け入れて
いる収入を差し引くこと
により、資金の収入額を
調整するためのものです。
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資金収支計算書
1.企業会計の「キャッシュフロー計算
書」に似た性格を持つ計算書です。

2.家庭でいえば家計簿のように現金
預金の出入りを集計した計算書です。

事業活動収支計算書
1.企業会計の「損益計算書」に似た性格を持つ計算書
であり、採算の取れた経営を行っているか、経営上赤
字になっていないかを見る計算書です。

2.企業会計の「損益計算書」では計上対象とならない
資本的支出が基本金組入額として計上されています。

※本学公式ウェブサイトの情報公表・財務状況（http://www.fukuoka-u.ac.jp/disclosure/finance/）では、詳細な予算情報を公開していますのでご覧ください。

（前年度予算との比較）資金収支予算の概要
注：↑･･･増加を示す ↓･･･減少を示す

（資金収支規模と翌年度繰越支払資金）

収入の部

・資金収支予算の合計は1,099億円で、前年度予算より
20億円の増加となっています。
・資金収支のてん末としての翌年度繰越支払資金は185
億円で、前年度予算より33億円の増加となっています。

収入の3本柱

良好な教育・研究・医療環境
を維持するための施設・設備
等の額である。27年度より設
備関係支出が減少。

経常的な収支バランスを
見ることができ、28年度は
3億1,100万円の収入超
過となる見込み。

資産売却や施設・設備関係
の補助金等の臨時的な収支
を見ることができ、28年度は
2億8,700万円の収入超過
となる見込み。

経常的な収支のうち、本業
の教育活動の収支を見る
ことができ、28年度は3億
2,700万円の支出超過と
なる見込み。27年度より経
常費等補助金が5億円
減少、医療収入が12億
5,600万円増加、人件費
が5億3,200万円増加。

↑授業料等の値上げのため。No.1 学生生徒等
      納付金収入

↓私学事業団から交付される経常
費補助金および建物の耐震化
に係る補助金の減少。

No.4 補助金収入

↑福岡大学病院における外来診療
単価、筑紫病院における入院診
療単価および外来患者数の増加。

No.6 医療収入

↑有価証券運用の増加。        No.7 受取利息・
　　　配当金収入

↑各種特定資産からの取崩収入
の増加、税金等の預り金の増加。

No.10 その他の収入

支出の部
↑体育館施設（仮称）新築工事、工
学部棟（仮称）新築工事のため。

No.20 施設関係支出

↓ＦＵＴＵＲＥ５、福岡大学病院の第
Ⅳ期統合医療情報システム導入
完了のため。

No.21 設備関係支出

↓各種特定資産への繰入支出の減少。No.22 資産運用支出

↑文部科学省施策対応費および
学長裁量経費の増加。

No.24 予備費

↑体育館施設（仮称）新築工事に伴う
施設関係支出の未払金の増加。

No.25 資金支出
  　　 調整勘定

学校法人福岡大学収支予算について平成28年度

学校法人福岡大学
財政担当副学長

中川 誠士

　

学
校
法
人
福
岡
大
学
の
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成
28
年
度
予
算
は
、3
月
24
日
に
開
催
さ
れ
た

理
事
会
お
よ
び
評
議
員
会
の
承
認
に
よ
っ
て
、成
立
し
ま
し
た
。こ
の
予
算

に
は
本
学
の
目
指
す
道
が
明
確
に
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

学生生徒等が納める授業
料や入学金などのこと。聴
講料や補講料も含みます。

国や地方公共団体などから
の助成金です。

福岡大学病院、筑紫病院、
博多駅クリニックの医療収
入です。

　

18
歳
人
口
が
再
び
減
少
す
る
2
0
1
8
年
問
題
、

私
立
大
学
等
経
常
費
補
助
金
が
不
交
付
に
な
る
入
学

定
員
超
過
率
の
厳
格
化
、診
療
報
酬
改
定
に
よ
る
医

療
収
入
の
減
収
、消
費
税
増
税
な
ど
、今
後
の
日
本
に

お
け
る
大
学
経
営
を
め
ぐ
る
環
境
は
厳
し
く
な
る
一

方
で
す
。し
か
し
、こ
れ
ら
が
本
法
人
の
経
営
を
圧
迫

す
る
中
に
お
い
て
も
、社
会
が
本
法
人
に
求
め
る
役

割
と
期
待
に
応
え
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

　

平
成
28
年
度
予
算
で
は
、教
育
・
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究
・
情
報
・
医

療
・
健
康
体
制
お
よ
び
社
会
貢
献
の
整
備
・
充
実
な

ら
び
に
経
営
基
盤
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

　

教
育
関
係
で
は
、「
入
学
前
予
約
型
給
付
奨
学
金

『
七
隈
の
杜
』」を
新
設
す
る
と
と
も
に
、ア
ジ
ア
諸
国

と
の
関
係
を
中
心
と
し
た
グ
ロ
ー
バ
ル
な
人
材
の
育

成
を
推
進
す
る
事
業
が
盛
り
込
ま
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て
い
ま
す
。研

究
関
係
で
は
、基
盤
研
究
機
関
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究
所
・
産
学
官
連
携

研
究
機
関
研
究
所
の
さ
ら
な
る
充
実
を
図
り
ま
す
。
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ィ
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持
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設
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で
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育
館
施
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仮
称
）新
築
工

事
、工
学
部
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仮
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築
工
事
お
よ
び
10
号
館
耐

震
改
修
工
事
を
予
定
し
て
い
ま
す
。さ
ら
に
、学
長
に

よ
る
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
強
化
す
る
た
め
学
長
裁
量
経
費

を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

本
法
人
は
、さ
ま
ざ
ま
な
施
策
に
お
い
て「
学
生
・

生
徒
の
た
め
」「
患
者
の
た
め
」「
地
域
の
た
め
」と
い

う
視
点
を
重
要
視
し
、さ
ら
な
る
充
実
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。ま
た
、学
校
法
人
会
計
基
準
の
改
正
が

求
め
る「
学
校
法
人
の
作
成
す
る
計
算
書
類
等
の
内

容
が
よ
り
一
般
に
分
か
り
や
す
く
、社
会
か
ら
一
層

求
め
ら
れ
て
い
る
説
明
責
任
を
的
確
に
果
た
す
こ
と

が
で
き
る
も
の
と
す
る
。」と
い
う
考
え
方
を
実
践
し

て
い
き
ま
す
。

学
校
法
人
福
岡
大
学
の
平
成
28
年
度度
予
算
は
算
は
、3
月
24
日
に
開
催
さ
れ
た

理
事
会
お
よ
び
評
議
員
会
の
承
認
に
よ
っ
て
、成、成
立
し
ま
し
た
。こ
の
予
算

教
育
・
研
究
・
医
療
の
一
層
の
充
実
に
向
け
て
、

限
ら
れ
た
資
本
を

選
択
と
集
中
に
よ
り
有
効
に
投
じ
、

強
固
な
財
政
基
盤
を
目
指
す

　新入生を対象に、入学前に給付を確約する奨学制度として、「七隈
の杜 給付奨学金」「七隈の杜 第３子以降特別給付奨学金」を新設し
ました。また、海外研修や海外の大学との学生交流等、学部・学科で
それぞれの専門性を生かした専門課程のグローバル化を進めると
ともに、グローバル人材を育成するプログラム「グローバル・アク
ティブ・プログラム（G.A.P.）」の定着および拡充を図ります。さら
に、施設・設備関係として、体育館施設（仮称）新築工事、工学部棟
（仮称）新築工事および10号館耐震改修工事を行い、教育環境の整
備を図ります。

　本学の教育・研究・医療活動の成果を社会に還元し、生涯学習社
会の実現に寄与するために、これらをもとにした教育プログラムを
公開講座として提供し、未就園児から高齢者まで幅広い世代へ学
習機会を提供します。
　また、福岡市との連携協定に係る連携事業の一つである地域交
流サロンを活用し、学生と地域住民の交流機会を拡充し地域ニー
ズの聴取や研究成果の還元を行います。

　本法人の平成28年度事業活動収支予算では、良好な教育・研
究・医療環境を維持するための施設・設備等の取得費である基
本金の組入れ余力を超えて投資が行われることが想定されて
います。この状態が長期間続けば、将来的な設備投資余力が小
さくなり、教育・研究・医療の永続性が担保できなくなります。
　今後、学生生徒等納付金収入が確実に減少する中、「福岡大
学ビジョン2014-2023」に基づく事業計画を積極的に支援し、
限られた予算財源を重点事業に傾斜配分するとともに、一方で
は、経常的な経費について、コストの大きさに見合う教育・研
究・医療サービスの質と量の提供を実現できているか、点検・見
直しを行っていくことが必要になってきます。
　本学関係者のご理解とご協力をよろしくお願いします。

　財政基盤の強化と予算編成内容の見直しをはじめ、収益事業等
の推進、外部資金獲得事業の推進、大学病院経営改革に向けての
取り組みを行います。　研究部門の８つの基盤研究機関研究所による研究を進め、研究基

盤の充実を図ります。また、産学知財部門の１２の産学官連携研究機関
研究所による研究を進め、研究成果の実用化等の促進を図ります。さ
らに、産学官連携コーディネーターによる新たな学内シーズ調査や、受
託研究・共同研究の企業と大学の連携および「福岡大学機関リポジト
リ」による研究成果の発信を強化して地域の発展へ貢献します。

　福岡大学博多駅クリニックを開設し、高品質な医療を九州の玄関
口である博多駅で展開することで、福岡大学のブランド力向上と福
岡大学病院・筑紫病院の活性化を図ります。また、「断らない医療」の
体制整備や地域医療機関との交流推進により医療連携の強化を図
ります。さらに、医療の質向上のために、福岡大学病院にデジタル乳
房Ｘ線装置を導入します。

重点施策および内容 本年度の予算については、次の5項目が具体的な施策として盛り込まれています。 

１．教育体制の整備・充実

２．研究・情報体制の整備・充実

４．社会貢献の整備・充実

５．経営基盤の強化

３．医療・健康体制の整備・充実

平
成
28
年
度 

学
校
法
人
福
岡
大
学
収
支
予
算



寄付者ご芳名一覧第9回福大生サポート募金

使途 平成27年9月まで
の寄付金額（円）

学生海外大学派遣プログラム 
学生スポーツ強化 
福大生ステップアッププログラム
その他、学生支援事業

1,005,700 
1,884,200 
609,200 

26,932,654 
41,317,659 

10,885,905 

平成27年10月～
平成28年3月寄付金額（円）

275,000 
80,000 
665,000 
464,500 
1,808,000 

323,500 11,209,405 

寄付金累計額（円）

1,280,700 
1,964,200 
1,274,200 
27,397,154 
43,125,659 

■寄付金受入状況【使途別】 平成28年3月31日現在

経済的困窮学生に
対する給費奨学金

募金対象者 平成27年9月まで
の寄付金額（円）

平成27年10月～
平成28年3月寄付金額（円）

卒業生
在学生の保護者
職員・役員
企業等法人
その他

10,576,969 
8,690,000 
8,033,162 
7,120,000 
6,897,528 
41,317,659 

216,000 
434,000 
1,108,000 
50,000 

0
1,808,000 

寄付金累計額（円）

10,792,969 
9,124,000 
9,141,162 
7,170,000 
6,897,528 
43,125,659 

■寄付金受入状況【募金対象者別】 平成28年3月31日現在

合計合計

卒
業
生
、在
学
生
の
保
護
者
、職
員
・
役
員
、企
業
等
法
人
、そ

の
他
と
い
う
募
金
対
象
者
の
区
分
ご
と
（
寄
付
金
額
の
多
い

順
、お
よ
び
ご
芳
名
は
五
十
音
順
）に
掲
載
し
ま
す
。

一
、分

割
で
の
払
い
込
み
の
方
は
、平
成
27
年
10
月
1
日
か
ら

平
成
28
年
3
月
31
日
ま
で
に
ご
寄
付
を
い
た
だ
い
た
金
額

と
募
金
期
間
中
の
累
計
金
額
を（　

）で
掲
載
し
ま
す
。

一
、今

後
も
、年
2
回
（
冬
号
﹇
1
月
発
行
﹈お
よ
び
夏
号
﹇
6
月

発
行
﹈）に
掲
載
す
る
予
定
で
す
。

一
、

※
同
じ
方
が
卒
業
生
、職
員
等
別
々
の
立
場
で
ご
寄
付
を
さ
れ
た
場
合
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
欄
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
の
で
、ご
了
承

く
だ
さ
い
。

※〈
減
税
措
置
に
つ
い
て
〉

　

本
募
金
は
、原
則
と
し
て
、個
人
・
法
人
を
問
わ
ず
寄
付
金
控
除
の
対
象
と

な
り
ま
す
。詳
し
く
は
、「
募
金
趣
意
書
」に
記
載
し
て
お
り
ま
す
の
で
、ご
覧

く
だ
さ
い
。

本
号
で
は
、平
成
27
年
10
月
1
日
か
ら
平
成
28
年
3
月
31
日

ま
で
の
寄
付
者
の
ご
芳
名
を
掲
載
し
ま
す
。

一
、■
寄
付
者
ご
芳
名
掲
載
要
領

　

福
大
生
サ
ポ
ー
ト
募
金
は「
本
学
の
学
生
に
対
す
る
全
人

教
育
の
推
進
、豊
か
な
学
生
生
活
の
形
成
を
支
援
す
る
制

度
」と
し
て
、在
学
生
、卒
業
生
、保
護
者
、大
学
の
相
互
の〝
絆
〞

を
よ
り
一
層
強
め
る
と
と
も
に
、本
学
独
自
の
寄
付
文
化
の

醸
成
を
図
る
こ
と
を
目
指
し
、平
成
23
年
6
月
か
ら
開
始

い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
福
大
生
サ
ポ
ー
ト
募
金
の
趣
旨
に
ご
賛
同
い
た
だ

い
た
皆
さ
ま
方
か
ら
、任
意
の
ご
寄
付
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

多
大
な
る
ご
協
力
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
ま
す
こ
と
に
深
く

感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。こ
こ
に
、ご
寄
付
を
い
た
だ
き

ま
し
た
方
々
の
ご
芳
名
を
左
記
要
領
の
と
お
り
掲
載
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

な
お
、本
募
金
は
金
額
の
多
寡
に
か
か
わ
ら
ず
、末
長
く

継
続
的
に
ご
支
援
く
だ
さ
る
こ
と
を
願
う
も
の
で
あ
り
ま

す
。こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ま
の
変
わ
ら
ぬ
ご
賛
同
・
ご
理
解
を

賜
り
ま
す
よ
う
、重
ね
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

卒
業
生

梅
崎 　

孝
文 
様

衞
藤　

 

洋
一 

様

大
江　

 

公
明 

様

大
島 

洋
二
郎 

様

大
嶺　
　

 

啓 

様

（
六
万
円
）

加
藤　
　

 

顕 

様

加
藤　

 

敦
子 

様

金
山 

佳
公
雄 

様 

小
口　

 

正
義 

様

竹
内　

 

誠
治 

様

徳
永　
　

 

智 

様

（
三
万
円
）

冨
野　

 

隆
俊 

様

根
路
銘　

 

喬 

様

藤
山　

 

政
彦 

様

松
岡　

 

秀
樹 

様

吉
本　

 

直
幸 

様

和
田　
　

 

寿 

様

（
五
万
円
）

衛
藤　

 

明
仁 

様

重
留　

 

浩
治 

様

清
水 　

克
美 

様

羽
田
野 

明
美 

様

（
一
万
五
千
円
）

森　
　

 

秋
光 

様

矢
野　

 

恵
朗 

様

■
一
万
円
未
満

安
河
内 

昌
士 

様

（
三
十
万
円
）

靑
木　

 

和
幸 

様

（
五
万
円
）

首
藤　

 

規
久 

様

光
武　

 

久
夫 

様

山
田　

 

忠
昭 

様

（
五
万
円
）

鎌
田　
　

 

修 

様

堤　
　

 

正
徳 

様

（
八
万
円
）

緒
方 

由
美
子 

様

西
村　

 

明
博 

様

林　
　
　

 

敏 

様

（
九
万
円
）

梅
村　

 

和
正 

様

槌
谷　

 

和
彦 

様

（
四
万
円
）

矢
野 

賀
代
子 

様

匿　
　
　

名 

様

天
野　

 

順
一 

様

有
馬　

 

順
子 

様

■
十
七
万
円

■
一
万
円

■
一
万
円
未
満

■
五
万
円

■
三
万
円

■
二
万
円

■
一
万
円

在
学
生
の
保
護
者

匿　
　
　

名 

様

（
百
万
円
）

山
村 　

昌
次 
様

匿　
　
　

名 

様

（
三
十
万
円
）

遠
藤　

 

正
浩 

様

（
二
十
五
万
円
）

山
田　

 

祐
二 

様

（
二
十
五
万
円
）

植
田 

利
恵
子 

様

（
四
十
三
万
二
千
円
）

志
渡
澤 　

登 

様

（
十
七
万
円
）

田
川　

 

義
展 

様

岳　
　

 

弘
司 

様

（
六
万
円
）

井
手　

 

俊
輔 

様

（
十
二
万
円
）

小
原　

  

一
郎 

様

（
二
十
一
万
円
）

日
髙　

 

英
史 

様

（
十
万
円
）

加
茂　

 

愼
二 

様

（
十
五
万
二
千
円
）

杉
尾　

 

千
草 

様

（
九
万
四
千
円
）

■
五
十
万
円

■
十
万
円

■
五
万
円

■
四
万
八
千
円

■
三
万
円

■
二
万
円

■
一
万
八
千
円

職
員
・
役
員

（
退
職
者・学
外
理
事
等
を
含
む
）

池
田　

 

雅
文 

様

（
十
一
万
円
）

久
我　

 

秀
一 

様

（
三
万
円
）

松
本　

 

祐
一 

様

（
八
万
円
）

南　
　

 

秀
明 

様

（
五
万
円
）

匿　
　
　

名 

様

（
三
万
八
千
円
）

岡
﨑　
　

 

明 
様

（
十
万
三
千
円
）

川
野　
　

 

耕 

様

（
一
万
二
千
円
）

坂
上　

 

謙
二 

様

（
一
万
八
千
円
）

匿　
　
　

名 

様

（
五
万
七
千
円
）

廣
木 

摩
理
勢 

様

福　
　

 

由
紀 

様

（
一
万
二
千
円
）

壬
生　

 

伸
子 

様

（
五
万
三
千
円
）

山
川　
　

 

稔 

様

山
内
商
店 

山
内　

 

恭
也 

様

■
一
万
円

■
一
万
円
未
満

■
五
万
円

企
業
等
法
人

平成28年度  学校法人福岡大学 事業計画（概要）
社会から求められている役割や期待、国の高等教育政策、

本学の長期ビジョン等を踏まえて
平成28年度学校法人福岡大学事業計画を策定しました。

● 初年次教育の充実、アクティブ・ラーニングの推進
● 科目系統図の作成、カリキュラムのスリム化
● 地域関連科目の設置
● 大学院教育・研究支援部会による修士・博士課程教育
の再構築

● 全学的な教育マネジメントの確立
● 大学全体及び学部、研究科の教育目標、3つのポリ
シーの検討

● 入学試験における外部試験の活用の検討
● 大学院生受け入れの推進
● 大学院のグローバル化
● 医療の質向上（高度先進・高品質医療の提供、医療安
全の確立、福岡大学病院本館建替に向けた検討）

❶時代の要請や社会のニーズに対応した
　教育・研究・医療の提供

● 受託研究・共同研究の推進
● 産学官連携による知的財産の活用

❷先進的で高度な研究活動の遂行

❶大濠高等学校・中学校

❸アジア諸国との関係を中心にして行う
　グローバル人材育成
● 学部・学科の専門性を生かしたグローバル化
● グローバル・アクティブ・プログラム（G.A.P.）の定着・
拡充

● 海外派遣・受入れ留学生数の拡大、留学生の受け入れ
体制の整備

● 教育情報発信のグローバル化
● 教職員のグローバル化
● グローバル化体制の構築

● 主体的・協働的な学習（アクティブ・ラーニング）の推進
● ICT活用の推進
● 道徳教育の推進、規範意識の醸成、生徒指導・相談体制

の充実
● キャリア教育・進路指導の充実
● 新たな学習達成度テストの導入に向けた検討
● 教員の資質能力向上に向けた意識改革、研修の充実
● 受験生拡大に向けた広報活動の展開
● 適正な人件費比率の維持

❷若葉高等学校

❶安全な教育・研究・医療環境の整備

● 主体的・協働的な学習（アクティブ・ラーニング）の推進
● 道徳教育の推進、規範意識の醸成、生徒指導・相談体制

の充実
● キャリア教育・進路指導の充実
● 新たな学習達成度テストの導入に向けた検討
● 教員の資質能力向上に向けた意識改革、研修の充実
● 受験生拡大に向けた広報活動の強化
● 安定的な経営基盤の確立

❹福岡を中心とする地域の活性化と発展の促進
● 「地域活性支援塾」「地域共生型起業塾」の開講
● 医療連携の強化（機能分化と連携推進）
● 福岡大学博多駅クリニックの開設と運営
● 生涯学習事業の展開
● 地域貢献に関する全学的な方針の策定
● 学生ボランティア活動の支援
● 学生と地域住民の交流機会の拡充、地域ニーズの聴

取、研究支援の還元

● 安全な施設の拡充・整備

❷学部・大学院予算の適切な配分
● 研究費の適切な配分

❸病院の財政基盤確立

❹職員の資質能力向上

● 病院経営の改善

❺事務組織の再構築

大 学1 附属学校2

法人の事業活動を支える基盤整備3



  ◀ ◀ ◀ な なくま通信
NANAKUMA Communicat ion

イベントスケジュール

特待生表彰式（11日）

商学部第二部夏季球技大会（19日、予備日 26日）

九州地区大学体育大会夏季大会（24日～7月17日）

学術文化祭（27日～7月1日）

父母懇談会（2日 那覇、3日 大分）

学術文化祭「音楽の夕べ」（3日）※学内開催

休日授業日（18日 海の日）

前期授業終了（22日）

前期定期試験（23日～31日）

交換留学生派遣（フランス・ブラジル）（上旬）

前期集中講義（1日～5日）

夏季休業開始（4日）

オープンキャンパス（6日）

海外研修生派遣（韓国）（6日～26日）

後期集中講義（5日～9日）

海外研修生募集（アメリカ・オーストラリア）（7日～20日）

商学部第二部グリーンキャンプ（10日・11日）

夏季休業終了（13日）

海外春期中国語研修生募集（中国）（13日～23日）

後期授業開始（14日）

九州六大学野球秋季リーグ戦福西戦応援合戦（中旬）

交換留学生受け入れ（中旬）

前期卒業式（24日）

商学部第二部秋季球技大会（9日、予備日16日）

アジア圏協定校との学生交流セミナー（25日～11月4日）

交換留学生募集（イギリス・フランス・ベルギー・ブラジル）

（26日～11月7日）

交換留学生募集（オーストラリア・中国・韓国・台湾）

（5月24日～6月3日）

父母懇談会　※医学部医学科は別日程

（5日 大阪、11日 長崎、12日 鹿児島、19日 山口、25・26日 福岡）

※学部や学年などによって異なる場合があります。

第54号（通巻224号）平成28年6月27日発行

編集・発行：福岡大学広報委員会（企画部広報課）
〒814-0180 福岡市城南区七隈八丁目19番1号
TEL：092-871-6631（代）　 E-mail：fupr@adm.fukuoka-u.ac.jp

　本誌『福岡大学学園通信』に関するご感想をお寄せください。より
良い広報誌づくりのために、ご意見・ご感想などをお待ちしています。
　また、情報提供などありましたらお知らせください。

オンライン版は 福岡大学学園通信  検索

「第12回（平成28年度）
全国高校生川柳コンクール」作品募集中
　本学では、平成17年度から毎年開催している「全国高校生
川柳コンクール」の作品を募集しています。活字離れが進む
若い世代に、日本固有の短詩形文化に触れ親しんでもらう
ことを目的としています。五・七・五の十七音で日頃感じている
ことを表現してください。
　テーマは、日本を元気にするメッセージをはじめ、友情、勉強、
部活動、家族、恋愛、夢、希望、社会へのメッセージなど自由。
詳細は本学公式ウェブサイトをご覧ください。

表　彰
・金賞〔福岡大学長賞〕：図書カード5万円分＜1作品＞
・銀賞：図書カード3万円分＜1作品＞
・銅賞：図書カード1万円分＜1作品＞
・全日本川柳協会賞〔特別賞〕：図書カード1万円分＜1作品＞
・西日本新聞社賞〔特別賞〕：図書カード1万円分＜1作品＞
・入賞：図書カード3千円分＜45作品＞
・学校賞〔特別賞〕＜1校＞

募集締め切り
9月5日（月）＜当日消印有効＞

主　催
福岡大学

後　援
文化庁／全日本川柳協会／
全国高等学校文化連盟 ほか

福岡大学　川柳　  検索

▶ 大学院博士課程後期・博士課程
　給費奨学生6人を表彰
　6月13日（月）、福岡大学本館第一会議室で、平成28年度

福岡大学大学院博士課程後期・博士課程の給費奨学生表彰式

を行いました。これは、日本学術振興会の特別研究員の採用

者および申請者のうち特に成績優秀者に対し本学が奨学金

を給付するもので、学長から以下6人の学生に対し表彰状が

授与されました。

　人文科学研究科1人、理学研究科2人、医学研究科1人、スポーツ

健康科学研究科2人

■ 福岡大学学友会体育部会
　4月19日から23日まで学内で募金活動を行いま
した。総額1,268,326円が集まり、5月18日、代表
の学生3人が読売新聞西部本社を訪れ「読売光と
愛の事業団」に寄託しました。

■ サッカー部等
　4月17日・18日、福岡大学サッカー部の学生を
中心に、募金や救援物資提供の協力を福岡市中央
区天神の街頭や本学仮設サッカー場で行いまし
た。他のクラブやサークル、熊本出身の学生たちも
活動に協力し、県内外の他大学からも多大なご支
援をいただきました。4月20日、サッカー部の代表
学生2人が「西日本新聞民生事業団」を訪れ、義援
金5,493,167円を同事業団に寄託しました。

文化庁／全日本川柳協会／文化庁／全日本川柳協会／
全国高等学校文化連盟 ほ盟 か全国高高等学校文化連盟 ほ盟 か 福岡リーガルクリニック法律事務所 弁護士法人福岡リーガルクリニックセンター（福岡県弁護士会所属）

福岡大学 60周年記念館（ヘリオスプラザ）5階　●休業日：原則として土・日・祝日 ※事前にご予約いただければ、土、日や時間外も柔軟に対応します。

 TEL：092-874-9292（受付時間：平日9～18時） FAX：092-863-9555 http://www.fukuoka-legal.jp/

例えば、こんなお悩みは
ありませんか？

● 敷金の返還がない...
● アルバイト先で不当解雇された...
● 交通事故に遭ってしまった... etc.

福大生の法律に関するさまざまな
トラブルに無料でご相談に応じます。

セミナーに参加し
たら高額商品を勧
められ、断
れずに契
約してしま
いました。

大事な契約は即決しないのが一番。
事後対応が可能な場合も。

　人間力向上や在宅ビジネスなどのセミ
ナーで高額商品のセールスが行われるこ
とは珍しくありません。契約は即決せずに
冷静に考える時間を持ち、保護者の方に
相談することが大切です。契約後でも法
的に対処できる場合があるので、諦めず
に相談してください。

▶ 熊本、大分の復旧・復興に向けて
　4月14日以降、「熊本地震」の影響により、多大な被害が発生しました。この地震により被災
した本学学生の実家も多く、学生からも「何とか被災地で役に立ちたい」との意見が寄せられ
ました。本学が取り組んだ支援の一部を紹介します。

■ 学生のボランティア派遣
　5月下旬の2日間にわたり、学生83人、教職員

8人を熊本県阿蘇郡西原村へボランティアとし

て派遣。ボランティアセンターが移転したこと

を住民に知らせるチラシを作成し、配布。各家

庭を訪問するときに「お困りのことはないです

か?」とニーズ調査を行いました。さらに、山崎

製パンでパンを200個購入したところ、協賛と

して多くのパンを寄付していただき、現地の

方々に提供しました。

■ 学校法人福岡大学
　学校法人福岡大学では教職員を対象に、4月

22日から5月10日の間、募金を受け付けました。

同窓会組織である有信会、福岡大学教職員組合

からの義援金も含め、総額5,350,000円が

集まりました。6月15日、山口福岡大学長と川畑

有信会理事長が「毎日新聞西部社会事業団」を

訪れ、義援金を同事業団に寄託しました。

■ 福岡大学筑紫病院
　4月27日、医師2人を現地に派遣し、エコノミークラス症候群の予

防および啓発と実態調査を行いました。また、外来患者15人を受け

入れました。

■ 福岡大学病院
　国（厚生労働省医政局DMAT事務局）の要請を受け、4月15日・16日に

DMAT（※1）を派遣（医師2人、看護師2人、薬剤師1人、事務職員1人）。

その後、以下の支援を行いました。

＜人的支援＞

4月23日～26日：災害支援ナース派遣（看護師2人）

4月23日：エコノミークラス症候群の予防および啓発と実態調査（医師

2人、臨床検査技師1人）

4月24日～27日：JMAT（※2）派遣（医師2人、看護師2人、事務職員1人）

4月27日～30日：JMAT派遣（医師2人、看護師2人、臨床工学技士1人）

＜物的支援＞

副食 ハンバーグと肉じゃが2,000食／体温計350本／血圧計110台

＜受け入れ支援＞透析患者2人

（※1）DMAT…災害急性期に活動できる機動性を持ったトレーニングを

　　　　　　受けた医療チームのこと。

（※2）JMAT…日本医師会からの要請の下、DMATが3日程度で撤退するのと入れ替

　　　　　　　 わりで被災地の支援に入り、地域医療を支える災害医療チームのこと。

ボランティアセンター移転を知らせる
チラシを作成

※お電話は平日の16：30までにお願いします。●ウェブサイトもご覧ください。 http://www.adm.fukuoka-u.ac.jp/fu816/home1/hd1.htm
TEL：092-871-6631（代）（内線2630）ヒューマンディベロップメントセンター（HDセンター：学生相談室）

月・水・木・金／9：30～16：00　火／9：30～18：40相談時間

学生部事務室棟3階（1階に学生課のある建物）場　所

費　用 無料（相談、セミナー、交流会）完全予約制

○本学学生のことであれば、ご家族・教職員の皆さまからのご相談もお受けしています。

　専門のカウンセラーが学生の皆さんからの相談を受け付けています。
相談内容の秘密は守りますので、安心して相談してください。どんな相談
でも結構です。一人で悩まずに、HDセンターに来てみませんか？自己理解
や社会的場面で役立つスキルを学ぶことなどを目的とした体験型セミナー
も夏季休業中に実施します。詳細はHDセンターのウェブサイトを確認して
ください。● 人間関係がうまくいかない

● 前期試験のことが心配

● 最近なぜか体調を崩しやすい
● いろいろなことにやる気が起きない

例えば…

etc.

● 急に落ち込んだり不安な
　気持ちが続く

DMAT活動中の様子



あの日から続く道 ＜message.06＞

そして今、2016年。福大生100人の夢は？  p.2から p.8をご覧ください！

時代に見る学生ファッション
学ラン・学帽、アイビールック、ベルボトム、DCブランド、紺ブレ、デニム …。

重ねられていく時代とともに、学生ファッションも変遷を遂げていく。

その時代、その時代を描くかのように。 勉強、スポーツ、音楽、ボランティア、海外 …

キャンパスには夢に立ち向かう学生がいる。

1938 1938 1938 1938 1940

197319691969 1969 1974

1995 2002 2002 2003 2004

1980 1985 1987 1987 1987

1975

1989


